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いっぱいあるよ！子育て支援の場

問子育て包括支援課☎22–9604とちぎ結婚支援センター小山のご案内
ここから始まる恋と結婚！自分にピッタリな相手、見つけよう！

　小山市は　「子育てにやさしいまちづくり」に取り組んでいます。子育てで困ったことや知りたい時に、また、
お友だちをつくりたいと思った時などに、お出かけください。
1．子育てひろば（合言葉は「あなたの元気が子どもの元気！」）　問こども課☎22–9614・9615
　未就園児の親子を対象に、特設の子育てひろば（8カ所）と常設の子育てひろばを開設しています。

2．子育て支援相談室ほほえみ　問ほほえみ☎22–3477
　保育士等有資格者のスタッフが育児相談、訪問相談、情報の提供などを行っています。“誰かと話したくて・・・”
と思ったら、気軽にお立ち寄りください！
　場所　城山・サクラ・コモン 2 階（城山町 3–7–5）　開設日　年末年始を除く毎日／ 8:30 ～ 17:00
3．子育てサロン　問こども課☎22–9614
　親子のふれあいあそび、季節のあそび、野外活動、育児相談などを行っています。
　場所　小山第一小学校 こどもふれあい教室
　開設日　おしゃべりサロンとにこにこサロン：毎週水曜日（祝日、お盆、年末年始を除く）／ 10:00 ～正午
　※ おしゃべりサロン「えがお」：第 4 水曜日／ 10:00 ～正午／発達に障がいのあるお子さんとその保護者を対象
　に親子でのふれあいや体験交流、保護者の学習会などを行っています
4．地域子育て支援センター
　未就園児の親子を対象に、保育園で開設している子育て支援センターです。

5．パパといっしょ　問こども課☎ 22–9614・9615
　未就園児とその父親を対象に、父親の育児参画、パパの子育てを応援する講座です。「イクメンパパ」の参加を
お待ちしています。

ひろば名 場　所 対　象 日　時
思川 道の駅思川 3 カ月以上 1 歳未満 毎月第 1・3 火曜日／ 13:30 ～ 15:30
ふれあい道場 県南体育館柔道場 1 歳以上未就園児 毎月第 2・4 木曜日／ 9:30 ～ 11:30
小山ひがし 小山東出張所

3 カ月以上未就園児

毎月第 1・3 木曜日／ 9:30 ～ 11:30
しらさぎ 間々田市民交流センター 毎月第 1・3 火曜日／ 10:00 ～ 正午
うさぎっこ 小山城南市民交流センター 毎月第 2・4 金曜日／ 9:30 ～ 11:30
つむぎっこ 絹公民館 毎月第 1・3 月曜日／ 10:00 ～ 正午
かるがも 桑市民交流センター 毎月第 1・3 木曜日／ 10:00 ～ 正午
おおやっこ 大谷公民館 毎月第 2・4 月曜日／ 9:30 ～ 11:30
すまいる 城山・サクラ・コモン 子育て支援総合センター

－
年末年始を除く毎日／ 8:30 ～ 17:00

にっこりちゃん 桑市民交流センター 祝日を除く毎週火・金曜日／ 9:00 ～ 16:00

名　称 問合せ
こぐまクラブ こぐま保育園☎28-1189
えくぼちゃんクラブ さくら保育園☎23-7068
マロンのいえ 黒田保育園☎32-8254
ミッキークラブ こばと保育園☎27-0209
いちごクラブ 小山西保育園☎37-0102

内　　容　結婚を希望する男女が自身のプロフィールを登録（会員登録）、お相手情報を閲覧して、お会いしたい
　　　　　と思ったら引き合わせを申込み、相手が承諾された場合、お引き合わせとなります。
場　　所　とちぎ結婚支援センター小山（中央町 3-7-1　ロブレビル 6 階駅側エレベーター隣）
　　　　　※ 駐車場はありませんので、ロブレ駐車場など近隣の有料駐車場をご利用ください
開所時間　水曜日・お盆・年末年始を除く 10:00 ～ 18:00
利用対象　栃木県内にお住まいまたはお勤めで、結婚を希望し自ら努力する 20 歳以上の独身の男女
必要書類等（登録時）①独身証明書、②健康保険証、③写真付身分証明書、
　　　　　　　　　　④写真 L 版、⑤入会登録料 1 万円
※ 登録・ご利用に際してはセンター HP からご自身のスマートフォン、
パソコンから、お申し込みください

（アドレス :msc-tochigi@athena.ocn.ne.jp へアクセス）
センターＨＰへのＱＲコード
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移住・定住推進策のご案内
　今後予想される人口減少が、経済活動の縮小やそれに伴う税収の減少、コミュニティ機能の
低下など、将来のまちづくりに大きな影響を及ぼすことが懸念されていることから、小山市で
は以下の移住定住推進施策に取り組んでいます。
　なお、各制度には要件がありますので、市ホームページをご確認いただくか、工業振興課ま
でお問合せください。

問工業振興課 22–9399

制度 概要

小山市転入勤労者等住宅取得支援補助金
住宅の取得に伴い市外から転入した方を対象に、定住誓約等の
要件のもと、最大 110 万円の補助金を交付します（申請期限は
所有権保存登記受付日から 1年間です）。

フラット 35「地域活性化型・子育て支援型」
小山市と住宅金融支援機構が協定を結ぶことにより、住宅取得
支援補助金の対象者の利用するフラット 35 の金利が 5年間引
き下げされます。

小山市新幹線通勤定期券購入補助金
小山～東京間または小山～上野間の新幹線通勤定期券の利用を
開始した「新卒者」「転入者」に対し、一定要件のもと購入費用
の一部を補助します。

　市では、市内中小企業の方々に利用していただける営業資金・設備資金・創業資金・近代化施設資金・工業振
興資金の 5つの資金を用意し、低利で融資を行っています。

小山市中小企業制度融資について 問商業観光課 22–9275

資金名 資金使途 限度額 返済期間 年利

営業資金
運転資金
借換資金

3,000 万円
10年以内

（据置 1年以内）

3年以内　1.4％
5年以内　1.6％
7年以内　1.9％
10年以内　2.1％

固定金利
設備資金 設備資金

2,000 万円
（総経費の 80％以内）

創業資金※
営業資金
設備資金

500万円
5年以内

（据置 6カ月以内）

3年以内　1.4％
5年以内　1.6％

固定金利

　営業資金・設備資金・創業資金は、栃木県信用保証協会による保証付の資金ですので、融資時に別途保証協会
への保証料が必要となります。市では、信用保証料のうち融資額 1,000 万円までの分について、資金完済後に補
助金を交付します。
【融資のお申込みは直接下記の市内金融機関までお願いします】

信用保証料補助金

◆融資制度を利用できる方（営業資金・設備資金の場合）
①市内に事業所を有し、引き続き１年以上現在の事業を営んでいる方
②市税を完納している方
③法人の場合は本店の商業登記が、個人事業主の場合は本人の住民登録が小山市内にある方
※創業資金・近代化施設資金および工業振興資金については、上記の他に必要な条件があります
◆融資制度の概要（営業資金・設備資金・創業資金）

※これから創業する方、または、創業して 1年未満の方が対象。
近代化施設資金および工業振興資金については、事前に融資資格認定が必要となります

足利銀行 小山支店、小山北出張所、小山東支店、
小山南支店、間々田支店 足利小山信用金庫 小山営業部、間々田支店、駅東支店、

城南支店、城東支店、粟宮支店

常陽銀行 小山支店、小山東支店 栃木銀行 小山支店、小山東支店、間々田支店

筑波銀行 小山支店 群馬銀行 小山支店

三井住友銀行 小山支店 栃木信用金庫 思川支店

結城信用金庫 小山城南支店

問商業観光課 22–9275
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平成 30 年度
渡良瀬遊水地ヤナギ・セイタカアワダチソウ除去作戦
　ラムサール条約湿地登録「渡良瀬遊水地」の湿地環境および希少植物の保全のため、関係機関・団体やボランティ
アの協力のもと、希少植物の生育に悪影響を与えるセイタカアワダチソウ等の除去活動を実施します。皆さまの
ご参加をお待ちしています。

小山市渡良瀬遊水地エコツーリズムガイド協会
　おやま市民大学の渡良瀬遊水地ボランティアガイド養成コースを卒業された
方が中心となり、小山市渡良瀬遊水地エコツーリズムガイド協会が、平成 29年
12月 13日に設立されました。渡良瀬遊水地や周辺地域のガイド活動を通して、
渡良瀬遊水地の魅力を発信していきます。渡良瀬遊水地や周辺地域でのガイドを
希望する方は、市HPで内容を確認のうえ、依頼書を提出してください。
○こんなことを行っています！
・市内小中学校及び義務教育学校の校外学習　・団体の視察研修
・JICA（国際協力機構）等の外国人向け研修　・各種イベントでの啓発活動
・渡良瀬遊水地の自然資源を利用した体験活動の実施（ミニヨシズ作り等）
◇ガイド料：1 グループ 500円から
◇ガイド内容：渡良瀬遊水地の概要、渡良瀬遊水地の歴史と文化、
　　　　　　　自然観察（植物・野鳥）等
※そのほか、ご希望の内容に沿ったガイドも可能です
申込み：小山市渡良瀬遊水地エコツーリズムガイド協会（小山市地域おこし協力隊　伴瀬宛）
　　　　メール：chiikiokoshi.oyama01@gmail.com　FAX：45-4731

小山市結城紬購入費等助成制度のご案内
　小山市では、ユネスコ無形文化遺産に登録された本場結城紬の着用振興を図るため、市民の方が、栃木県本場
結城紬織物協同組合の組合員が生産した本場結城紬の反物を購入し着物等に仕立てた場合、
その購入費用の一部を助成する制度を設けています。
　世界に認められた本場結城紬の伝統の技をぜひご堪能ください。

交付対象 助成金の額
婚姻にあたり、本場結城紬の着物等を購入した方 購入費用の 50%( 上限 40万円 )
成人式で着用するため、本場結城紬の着物等を購入した方 購入費用の 40%( 上限 30万円 )
本場結城紬の着物等を購入した方（新成人を除く） 購入費用の 20%( 上限 20万円 )
結城紬の洋服等を購入した方 購入費用の 25%( 上限 10万円 )

【実施日】
① 5月 12日㈯ 6:30 受付開始
② 7月 14日㈯ 6:30 受付開始
③ 12月 2日㈰ 8:30 受付開始
④H31.2 月 23 日㈯ 8:30 受付開始
表　彰：平成 29年度に実施された「ヤナギ・セイタカアワダチソウ除去作戦」のすべての回に、5人以上で
参加をされた企業・団体等を「平成 29 年度 渡良瀬遊水地湿地保全サポート団体」として感謝状を贈呈します。
サポート団体は次の 6団体です。※今年度も同要件にて感謝状の贈呈を行います
アクリーグ㈱、㈱足利銀行、小山北桜高校、大和ハウス工業㈱、㈱栃木銀行、㈱ヨロズ栃木

【実施場所】
渡良瀬遊水地第 2調節池内環境学習フィールド 3
※事前申込み不要。当日の作業時間は 1時間程度
※汚れてもよい服装（夏場でも肌を守るため長袖・長ズボン）
と長靴で参加

申請にあたって…
○小山市に 1年以上継続して住民登録されている方が対象です。市税の滞納がある場合は該当になりません。
○助成対象となる反物は、栃木県本場結城紬織物協同組合の組合員が生産した反物であって、同組合により証明
書の発行を受けた反物となります。
○注文生産の場合、反物の製作には約半年～ 1年を要します。
○購入を希望される方は、桑絹商工会（荒井 56-1、☎ 22-4523）までお問合せください。

問工業振興課☎22-9397

問渡良瀬遊水地ラムサール推進課☎22-9354
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おやま田んぼアート　田植え体験参加者募集中
田植え体験
日程 会場 募集人数(先着） デザイン
5/26㈯ 美田会場 200人 本田圭佑選手（サッカー）・TGB（野球）
5/27㈰ 渡良瀬遊水地会場 200人 ハローキティ
6/2㈯ 間々田会場 200人 弱虫ペダル（アニメ）
6/3㈰ 絹会場 200人 鉄腕アトム＆ジャングル大帝（アニメ）

参 加 費　1人1,000円（昼食・保険代込み）
内　　容　田植え体験の他にも、希望者には田んぼ周りで生き物探し(一部会場のみ）
　　　　　田植え体験参加者にはスタンプラリー台紙をプレゼント
アクセス　①JR小山駅から送迎バス（500円/人※事前予約）　※新幹線小山駅到着時間に合わせて出発
　　　　　②自家用車
　　　　　③レンタカー　※駅レンタカー小山営業所でSクラスを借りた方に割引制度あり(市外の方限定）
申 込 み　田植え体験日3日前までにインターネットにてお申し込み下さい。
　　　　　※詳細は、おやま田んぼアートオフィシャルサイト(https://oyamatanboart.com)をご確認下さい

問渡良瀬遊水地ラムサール推進課☎22–9354

日　　程　7/7㈯～８㈰の1泊2日
主な行先　こうのとりの里、谷津干潟自然観察センター、土着菌完熟堆肥センター　他
旅行代金　25,000円/1人　　定　員　120人　　募集期間　5/7㈪～ 6/8㈮
申込み・問合せ先　株式会社日本旅行　栃木支店（☎0282-23-3223、FAX0282-22-7473）
※行程やその他詳細については、チラシまたは市HPをご確認下さい

　渡良瀬遊水地が世界のラムサール条約湿地に登録され、今年で6周年を迎えるこ
とを記念し、コウノトリの人工飼育や放鳥を行い、生物多様性のシンボルとして
のコウノトリの保護・増殖に力を入れている千葉県野田市や、生物の多様性を育
む農業国際会議（ICEBA）を平成30年7月に開催し、環境と経済の両立を目指す
同県いすみ市の取り組みを学び、渡良瀬遊水地の賢明な活用の取り組みを推進す
ることを目的に、「第6回小山市民号」を実施します。

第 6回小山市民号の実施
渡良瀬遊水地ラムサール条約湿地登録 6周年記念

問農村整備課☎22–9262

小山駅
小山市役所

美田会場
200人

渡良瀬遊水地会場
200人

絹会場
200人

間々田会場
200人

会場マップ　※写真はイメージです
田んぼアートスタンプラリー
期　間　6/4㈪～ 9月下旬
内　容　スタンプ台を各会場の見学スポット付近に設置し、見学者が
　　　　田んぼアートの見学と併せて自由にスタンプを押す
　　　　※スタンプラリー台紙はインターネットでダウンロード
関連イベント
●見学会バスツアー（有料）を数日限定で用意
●絹会場にて芋掘り体験（有料）を開催予定
●今年度からおーバス、デマンドバスを利用し、会場への移動が可能

おさかなワイワイ大作戦参加者募集

日　　時　5/26㈯　10:00 ～ 12:00
会　　場　渡良瀬遊水地　第2調節池　環境学習フィールド3
募　　集　小学生（必ず保護者同伴）※参加無料
募集期間　5/7㈪～ 18㈮　8:30 ～ 17:15（土日を除く）
申込み・問合せ先　渡良瀬遊水地ラムサール推進課☎22–9354

問渡良瀬遊水地ラムサール推進課
　☎22–9354

野田市こうのとりの里

昨年の田んぼアート作品

ⓒ渡辺航（週間チャンピオン）
/おやま田んぼアート実行委員会

　渡良瀬遊水地第２調節池の池には「ブルーギル」や「オオクチバス」などの外来
魚が生息し、これらの外来魚が増えると元々そこに生息している在来魚が食べられ
て減ってしまいます。「おさかなワイワイ大作戦」ではみんなで大きな網を曳いて魚
を捕まえ、外来魚と在来魚に分けたり、捕まえた魚などの観察をします。
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「おやま暮らしお試しの家」オープンしました

　一定規模以上で特定建設資材（木材、コンクリート、アスファルト・コンクリート、コンクリートと鉄から成る建材）
の廃棄・使用のある建築工事を行う場合、工事の発注者は、工事に着手する7日前までに、分別解体の計画について、
建設リサイクル法の届出が必要となります。

5 月は建設リサイクル法のパトロール強化月間です

対象となる建設工事

　解体業者と発注者に適正な分別解体および再資源化の意識と関心の向上のため、
全国一斉に建築現場等のパトロールを実施します。

工事の種類 規模の基準 工事の種類 規模の基準
建築物の解体工事 延床面積80㎡以上 建築物の修繕・模様替え(リフォーム等) 工事金額1億円以上
建築物の新築・増築 延床面積500㎡以上 その他の工作物に関する工事(土木工事等) 工事金額500万円以上

問建築指導課☎22–9824「小山市空家等対策計画」を策定しました
～安全・安心で、住みたく、住み続けたいと思われる小山市を目指して ～
 全国的に空家の増加が社会問題化する中、小山市は市民の安全・安心な暮らしと良好な地域環境維持を目的とし
て、空家等に関する対策を総合的かつ計画的に推進するため「小山市空家等対策計画」を策定しました。
　本計画の策定にあたっては、市内全域の空家等実態調査を実施し、その結果を踏まえて課題を抽出するととも
に、「小山市空家等対策協議会」など庁内外からの意見をいただきながら、検討を重ねました。さらに、全国の空
家対策先進自治体事例を取り入れるとともに、本市独自の取り組みも盛り込みました。今後、本計画に基づく各
種施策を実施します。

基本方針 取り組み方針（重点プロジェクト） 具体的な取り組み

①空家化の予防 ○空家等の情報提供等による地域等との連携 ◎地元自治会等への情報の提供
◎収集・見回りパトロールの実施など

②空家の流通・活用促進

○空き家バンク制度の活用促進・充実
○空家等を活用したまちなか出店・居住の促進
○空家等を活用した移住・定住の推進およ
　び観光振興
○地域住民等の活動・交流拠点としての活用

◎空き家バンク補助制度の拡大
◎移住体験・民泊・地域交流施設の
　整備など

③管理不全な空家の防止・
解消

○専門家団体等との連携による所有者の支援
○特定空家等に対する適切な措置

◎空き家相談窓口の設置
◎財産管理人制度の活用など

④空家等の跡地活用
○防災広場等としての活用
○公園・広場等地域コミュニティの場として
　の活用

◎防災広場の整備など

名称 おやま暮らしお試しの家
住所地 小山市大字千駄塚546番地
構造 木造瓦葺平屋建
建築年 昭和54年

面積 敷地面積：1,725.00㎡
建物面積：107.85㎡（4DK）

◆建物概要

◆利用概要

貸付対象者
①小山市へ移住を検討している方
②20歳以上の方
③市民と交流し、地域のイベントに参加いただける方

賃借料等／利用期間 30,000円（光熱水費込み）／ 1カ月

その他 ※家電等の生活必需品はご用意しました（寝具類は除く）
※事前申し込みが必要になります　（詳しくはお問合せください）

　移住したい街ランキング全国上
位の小山市に移住体験住宅「おや
ま暮らしお試しの家」がオープン
しました。
　住みやすく、暮らしやすい小山
市をもっと多くの方に実感してい
ただきます。

問建築指導課☎22–9233

問建築指導課☎22–9824
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おやま･まちづくり出前講座

【高等教育機関編】　各学校の教授等が講師として出向きます

担当機関 講座名 対　象 時　間 申込み☎
小山工業高等専門学校 過去の地震災害を考える 一般 60～ 90分

生涯学習課
22-9666

関東職業能力開発大学校 家庭の電気～電気安全と省エネ～ 中学生・高校生 60～ 90分
中央福祉医療専門学校 簡単な介護技術 一般 60分
中央アートスクール 楽しくダンス 小学生～一般 60分
白鷗大学 芸術の世界 一般 90分

★上記に紹介した講座はほんの一部です。高等教育機関編は全27講座、行政編は全108講座、ご用意しています。
詳しくは、公民館等の市内各施設に配布してあるパンフレット、または市ホームページをご覧いただくか、各担
当課にお問合せください。

担当課 講座名 時　間 申込み☎
秘書広報課 小山をもっと自慢したくなる！あなたが始めるシティプロモーション 30分 22-9353
消防本部総務課 いざ出動！！まちのヒーロー消防団！～勇士と歴史をご紹介～ 60分 39-6655
地域包括ケア推進課 いきいき百歳体操について 60分 22-9616
男女共同参画課 男女共同参画ってな～に？～自分らしい　パートナーシップを！～ 30～ 60分 22-8078
建築指導課 わが家の耐震対策 60分 22-9233
社会福祉協議会 楽しくわかる終活講座 30～ 90分 22-9501
生涯学習課 ～親学習プログラム～ 子どもの気持ちを考える講座 30～ 90分 22-9666

【行政編】　市職員等が講師として出向きます

◆講座の紹介（一部抜粋）

問生涯学習課 ☎22–9666

担当機関 講座名 対　象 時　間 申込み☎
栃木税務署 租税教室 一般 60分 生涯学習課22-9666
新小山市民病院 新小山市民病院出前講座 小学生～一般 60分 病院事務部総務課36-0281

【その他編】　税務署職員・新小山市民病院職員が講師として出向きます

平成30年度 

■ 対　　象　市内在住等の10人以上の団体
■ 会　　場　市内公共施設･自治会公民館･企業･個人宅等　※会場、備品等はご準備ください
■ 時　　間　原則9:00 ～ 21:00（2時間以内）
　　　　　　 ※時間指定のある講座もありますので、ご相談ください
■ 講 師 料   無料　※材料費等がかかる場合は別途ご負担いただきます
■ 講座内容　一覧からお選びください
■ 申込方法　開催希望日の20日前までにお申込みください（申込み期限のある講座もあります）。
　　　　　　 申込み先はそれぞれ異なります。

　市民の皆さまのご要望に応じて講師が出向き、講座を開催します。市の行政に関するメニューのほか、
市内高等教育機関・税務署・病院による専門的メニューも用意していますので、ぜひご利用ください。

今こそ“温故知新”超高齢社会を乗り切るために地域の絆を深めよう

2025年に向けた「現代版　向こう三軒両隣」
　「世界一深刻化している少子高齢社会」「社会保障制度の限界」このような超高齢社会への対応策と
して、誕生したのが「地域包括ケア」という考え方です。
　簡単にいえば、地域＝住み慣れた地域で　包括＝まるごと　ケア＝支え合う
★「地域包括ケアシステム」とは、住み慣れた地域でいつまでも暮らせるよう、住まい・生活支援・介護予防・介護・
医療の各分野がお互いに連携しながら支援する体制のことです。公的サービスでは補えない日常のちょっとした
困りごと（電球交換、障子の張替え、灯油など重い物の買出しなど）を地域で支え合い、互いに見守り合う仕組
みをつくっていきます。

問地域包括ケア推進課 
　☎22–9616

施設名称 住所 電話番号
基幹型地域包括支援センター兼
高齢者サポートセンター小山総合 小山市神鳥谷2251番地7 (健康医療介護総合支援センター内) ☎ 31-0211   FAX31-0212

高齢者サポートセンター小山 小山市中央町 2 丁目 2 番地 21 ( 保健福祉センター内 4 階 ) ☎ 22-3061　FAX22-3062
高齢者サポートセンター大谷 小山市犬塚 2 丁目 8 番地 12 ( 犬塚交番跡地 ) ☎ 30-2421　FAX30-2422
高齢者サポートセンター間々田 小山市間々田 1960 番地 1 ( 間々田市民交流センター内 1 階 ) ☎ 41-2071　FAX41-2072
高齢者サポートセンター美田 小山市松沼 467 番地 ( 豊田公民館内 ) ☎ 32-1881　FAX32-1882
高齢者サポートセンター桑絹 小山市羽川 858 番地 1 ( 桑市民交流センター ) ☎ 30-0921　FAX30-0922

※これらの取組を各地区の高齢者サポートセンターが中心となり、サポートします !



　市は、地域コミュニティ活性化のために有効活用していただくことを目的に、一般財団法人自治総合センターが
宝くじ社会貢献広報事業として実施している「コミュニティ助成事業」に積極的に取り組んでいます。
　この助成事業は、住民が自主的に行うコミュニティ活動等を対象として、地域のコミュニティ施設整備や、コミュ
ニティ活動に直接必要な設備等の整備に対して助成金を交付するものです。
1.助成事業の種類
　①一般コミュニティ助成事業…コミュニティ活動の促進を図り、地域の連帯感に基づく自治意識を盛り上げるこ
　　とを目的とするもので、コミュニティ活動に直接必要な設備等（建築物、消耗品は除く）の整備に関する事業
　②コミュニティセンター助成事業…コミュニティ活動を積極的に推進し、その健全な発展を図るため、住民の需
　　要の実態に応じた機能を有するコミュニティ施設（自治会公民館・ 集会所等）の建設または大規模修繕およ
　　びその施設に必要な備品の整備に関する事業
2.助成事業の実施主体
　市、自治会および市が認めるコミュニティ組織
3.助成金額
　①一般コミュニティ助成事業⇒100万円以上250万円まで（10万円単位／ 10万円未満切捨て）
　②コミュニティセンター助成事業⇒対象となる事業の5分の3以内で上限1,500万円
4.対象となる事業の実施期間
　平成31年4月1日～平成32年3月31日に実施する事業
5.申込み方法
　7月31日㈫までに市民生活課（☎22ｰ9248）へ連絡してください。団体名、代表者（住所・電話番号）、事業内容、
申請金額等をお伺いします。
※詳細は自治総合センター HP（http://www.jichi-sogo.jp/lottery/comunity）の昨年度の募集要項でご確認く
ださい。今年度の募集要領が作成され次第、お申込みいただいた団体に案内します
※審査が行われますので、申請を行っても必ず採択されるものではありません

問市民生活課☎22–9248

コミュニティ助成事業（宝くじ助成金）をご活用ください !!
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　1年間継続して学ぶコースです。『共に学ぶ仲間づくり』を大切にしながら、祇園城跡（城
山公園）の植物・鳥・歴史を楽しく学びます。1年間の学習（18回程度）修了後には祇園
城跡（城山公園）の公園愛護里親会を結成し、公園の清掃・除草・動植物観察会・会員を
増やすためのイベント企画など自主的に活動していただきます。
　仲間達と楽しく活動してみたい方、健康で意欲のある方の応募をお待ちしています。
講座の例
　「祇園城跡（城山公園）ウォークラリー」「祇園城跡（城山公園）の植物観察」「お花を植えよう」
　「祇園城跡（城山公園）バードウォッチング」「国史跡　祇園城跡について」
定　員　20人　※申込み多数の場合は抽選により決定（市内在住・在学・在勤者優先）
申込み　5月1日㈫～ 18日㈮に生涯学習課（☎22–9665・9666）
※詳細は、小山市各施設に配布するパンフレットや市ホームページをご覧ください

平成 30 年度おやま市民大学受講生募集
祇園城跡（城山公園）ボランティア養成コース

問生涯学習課☎22–9666

「知事と語ろう！とちぎ元気フォーラム in 小山」開催
問栃木県広報課☎028–623–2158／小山市秘書広報課☎22–9353

　栃木県政の課題などについて、県民の皆さんと知事が直接話し合うフォーラムを開
催します。小山市での開催は４年振りの開催となります、ぜひご参加ください！
日　時　6月2日㈯ 14:00から
会　場　小山市桑市民交流センター「マルベリー館」多目的室
定　員　約100人（県内に在住、通勤・通学している方ならどなたでも）
申込み　5月18日㈮までに、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、性別、職業（学校名）
をはがき（〒320-8501 栃木県広報課（住所不要））、FAX（028-623-2160）または
メール（kocho@pref.tochigi.lg.jp）で栃木県広報課、あるいはチラシ裏面の申込み用
紙を小山市秘書広報課または桑出張所窓口へ。



交通事故などで国保を使う場合は必ず届出をしてく
ださい !（第三者行為による傷病届）
　交通事故、ケンカ、他人の犬にかまれてケガをした場合など、自分以外の第三者の行為が原因の傷病を国民健
康保険で治療する場合は、国保年金課へ届出が必要です。届出を行わないと保険証は使えません。
　その場合は、原則加害者（第三者）が負担すべき治療費をいったん国民健康保険で立替え、後日加害者や加害
者側の損害保険会社などに請求します。
※加入されている損害保険会社で届出ができる場合もありますので、損害保険会社へご相談ください
○届出に必要なもの
　①国民健康保険証、②世帯主の印鑑、③交通事故証明書
　その他、診断書や医療費の請求書、相手方の加入する保険（自動車・自転車保険、個人賠償責任保険など）の
情報など、参考となる資料がある場合はお持ちください。
○届出の際の注意点
　・同乗していた自動車が事故に遭い負傷した場合、相手（加害者）が家族や親戚の場合、自分に過失がある場
　　合などでも届出が必要です。
　・相手と示談する前に、国保年金課にご相談ください。
　・飲酒運転や無免許運転など、ご自身の不法行為が原因の場合は、国民健康保険は使えません。
○労働災害・通勤災害について
　仕事中や通勤途中に負傷した場合は、原則として労災保険が適用になるため、国民健康保険は使えません。
○負傷・疾病原因の問合せや届出の勧奨について
　小山市国民健康保険では、医療費を適正に給付するため、医療機関からの請求内容により、届出のお願いや　
負傷・疾病原因についてお尋ねする場合があります。ご理解とご協力をお願いします。

問国保年金課☎22–9415

　地方税法の規定に該当するすべての事業所を特別徴収義務者に指定し（地方税法第321条の4および小山市税条
例第45条）、5月中旬に特別徴収税額の通知を送付します。

事業主の皆さまへ・重要なお知らせ
～個人住民税の特別徴収（給与から引き去り）について～

◆個人住民税の特別徴収とは
　所得税の源泉徴収と同様に給与支払者である事業主が、従業員に毎月支払う給与から個人住民税を引き去り(給
与天引き)し、納税義務者である従業員に代わって、従業員がお住まいの市町村に納入していただく制度です。
　正社員、パート・アルバイト等、雇用の形態に関わらず、所得税が源泉徴収されている従業員の方の個人住民
税は特別徴収の方法により納入をお願いします。

◆事業主の方が行う主な事務
　①毎月の給与から市町村が通知した税額を差引き
　②差引きした税額を翌月の10日までに市町村へ納入
　③従業員の就職や退職などの異動があれば市町村へ連絡

問市民税課☎22–9424

※源泉所得税のように、税額の計算や年末調
　整等を行う必要はありません
※従業員が常時10人未満の事業所は、申請に
　より納期を年2回とする制度もあります
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おやまサマーフェスティバル 2018 第 67 回小山の花火

金額：① 1 口 2,000 円で、市民花火・ナイアガラ花火（お祝い事や願い事をかけて）
　　　② 1 口 150,000 円で、「思いを伝える ! 個人スターマイン」
　　　※ ①・②ともに大会パンフレットにメッセージを掲載します。②のみ会場でメッセージ
　　　　を読み上げ、スターマインを打ち上げます
申込み：5 月 31 日㈭までに商業観光課、小山商工会議所、間々田商工会、小山市美田商工会、
桑絹商工会等に設置してある申込書をご記入のうえ、現金を添えてお申込みください。

～いざという時に頼りになるのは隣近所です～

自治会に加入して地域づくりに参加しましょう！
　自治会では地域住民の交流と親睦を深めながら明るく住みよいまちづくりのためさまざまな活動をしています。
ぜひ地域の活動に参加・協力し、安全で安心して暮らせるまちづくりを進めていきましょう。

問小山市自治会連合会事務局☎22-9299

問おやまサマーフェスティバル2018実行委員会事務局（小山市商業観光課内）☎22-9273

有料観覧席の増設のお知らせ
● 2018 年より、安全で楽しみやすい花火大会の実現に向けて、これまで無料観覧席であった観晃橋下流左岸の
河川敷・芝生部分および思川アプローチ階段部分を、有料席とします。
●シート等はお客さまご自身で持込みをお願いするため、お求めやすいお値段で購入できます。
※1 人あたり 500 円程度、最大 3,500 人程度の収容を予定しています
● 6 月 1 日㈮発売予定。詳しくは公式サイトおよびチケットセンター HP をご覧ください。
公式サイト http://oyamanohanabi.com ／小山の花火チケットセンター HP http://oyamanohanabi.tstar.jp

「市民花火・ナイアガラ花火」・「個人スターマイン」募集

国民健康保険税の納付は口座振替が原則になりました
問納税課☎22-9442　国民健康保険税の納付は平成 29 年 12 月より「口座振替」が原則になりました。

（口座振替を強制するものではありません。国民健康保険税を年金から差し引かせていただ
く場合、あるいは口座振替による納付が困難な場合を除きます。）
　現在納付書で納めている方は、便利で納め忘れのない口座振替への切り替えにご協力をお願いします。
お申込みは金融機関窓口・市役所窓口または郵送で
　預貯金通帳と通帳届出印をお持ちになって金融機関の窓口、もしくは市役所納税課・出張所で手続きをお願い
します。また、郵送の場合は口座振替依頼書を納税課へお送りください。

● 納期限をうっかり忘れても自動的に納められるので安心です
● 一度手続きすれば翌年度以降も継続されます
● 金融機関や市役所等へ納付に行く手間が省けます

※ 国民健康保険税の納入義務者は世帯主となります。世帯主が変更になった場合は再度、口座振替の申込みをし
てください

◆みずほ銀行　◆三井住友銀行　◆群馬銀行　◆足利銀行　◆常陽銀行　◆筑波銀行　◆栃木銀行
◆足利小山信用金庫　◆栃木信用金庫　◆結城信用金庫　◆中央労働金庫　◆小山農協　◆ゆうちょ銀行

取扱金融機関

●広報誌等の配布　自治会を通して広報小山や地域の
お知らせ等の情報をお届けします。
●環境美化活動　自治会地域内の清掃活動を行い、清
潔で住みよい環境を作っています。ごみ収集所の設置・
管理も行っています。

●防犯活動　防犯パトロールの実施や防犯灯の設置・
維持管理を行っています。
●親睦活動　運動会やお祭りなど会員どうしの交流を
はかる行事を行っています。
●行政への要望活動　市政懇談会や地域懇談会を開催
し、地域の要望を行政に直接伝えます。

自治会活動の一例

自治会加入者の声
○子どもの登下校が心配ですが、仕事をしていてお迎えに行けません。毎日、自治会の防犯パトロールの皆さん
に見守っていただいて、本当に感謝しています。
○現在一人暮らしをしています。寂しい時もありますが、近所の方が声をかけてくれたり、敬老会へのお誘いを
してくれたりと地域の人たちに支えてもらっていると感じています。

納付は口座振替で！！

7 月 29 日㈰開催！
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　健康推進員は各自治会から推薦、そして市長から委嘱を受け、「地域の健康づくり
リーダーおよび行政のパートナー」として市民の健康づくりを広める活動をしていま
す。平成27年度には20周年を迎え、さらなる活動の飛躍に尽力しています。

ご存知ですか？「健康推進員」 問健康増進課☎22–9520

国庫補助金による
埋蔵文化財確認調査の実施について
　遺跡地内での宅地造成などの工事については、事前に協議のうえ、文化財保護法
の届出および確認調査が必要になります。
　遺跡分布図は、「おやまわが街ガイドマップ」から、ご覧いただけますのでご確認
ください。
　詳細についてはお問合せください。
実施条件：事業計画が明確で、面積が5,000㎡未満の更地を対象とします。
※森林法・農地法にかかわる土地の場合は、事前に解除手続きをお願いします
提出書類：①調査依頼書、②案内図、③公図の写し、④実測図、⑤登記事項証明書、⑥事業計画図（位置図・平面図・
断面図）、⑦現況写真（2方向・各1部）、⑧土地所有者承諾書（1部）
※①と⑦の書式は市ホームページの「申請・手続き」の「文化・スポーツ・生涯学習」から印刷できます
提出先：毎月第2火曜日に中央市民会館1階　生涯学習課文化財係へ直接

問生涯学習課☎22–9669

健康推進員の活動って？
①身近な地域単位での健康推進事業の普及・啓発
　各種健診や健康相談等に関する情報提供をし、受診者の拡大を図っています。
②地域の実態に応じた健康づくり活動の展開
　地域の健康実態を把握し、地域において健康教室等を開催しています。たとえば、地域の小学校などで健康づ
くりについての活動を展開、地域のイベントにおいて健康体操の啓発や健康度測定を実施しています。
③保健福祉行政とのタイアップによる健康増進事業の推進
　市が行うイベント（「健康都市おやまフェスティバル」等）に参加協力しています。
④地区社協・いきいきふれあい事業等の地域における健康づくり活動への協力
健康推進員を体験して～着任した健康推進員の声～
「生活習慣を、意識して変えることができた」「新たな仲間ができた」「地域のことを知ることができた」
「活動任期が終了しても継続して健康づくり活動を行っている」

第3期おやま地域医療健康大学の受講者募集
　小山市の地域医療を守り育てるため、新小山市民病院、小山地区医師会等と協力し、健康と医療を学ぶ機会と
して｢第3期おやま地域医療健康大学｣の受講者を募集します。卒業後は「小山の地域医療を考える市民会議」等
に参加していただき、市と協働で地域医療を守り育てていきましょう。

会　場：健康医療介護総合支援センター（神鳥谷2251-7）
対　象：小山市に在住、在勤、通学している地域医療や健康に関心があり、卒業後、市の地域医療の推進に協力
　　　　できる方(原則全日程参加)※卒業生は再受講不可
定　員：先着40人　学　費：無料
申込み：6月6日㈬までに健康増進課地域医療推進室へ直接もしくは電話（☎0285-27-0500）

問健康増進課☎27–0500

日　時 内　容
7月14日㈯ 13:30～16:00 入学式・【公開講座】新小山市民病院医師の講話
7月21日㈯ 10:00 ～正午 医療機関役割分担について、新小山市民病院の見学

8月14日㈯ 13:30～15:30【公開講座】｢健康長寿の鍵は“口”にあり｣、｢薬と健康食品等の飲み合わせ｣

9月 1日㈯ 13:30～15:00【公開講座】元気な足腰手に入れよう(仮)
15:00～16:00 グループワーク

9月15日㈯ 13:30～15:00【公開講座】心の健康と病気予防(仮)
15:00～16:00 グループワーク

10月20日㈯ 10:00～12:30 グループワークおよび講義・卒業式



　昭和24年6月1日に人権擁護委員法が施行されたことを記念して、この日を「人権擁護委員の日」と定め、人権
尊重の啓発活動などを行っています。
　市内には14人の人権擁護委員がおり、毎月人権相談を行っています。毎日の暮らしの中で起こるさまざまな問
題に、人権擁護委員が相談に応じます。相談は無料で、秘密は守られます。お気軽にご相談ください。

問人権推進課☎22–9292

「人権擁護委員の日」特設相談のご案内
日時　5月30日㈬10:00 ～ 15:00　　会場　市役所本庁舎・地下相談室

☆人権擁護委員の啓発活動☆　小学生向けの「なかよし学習会」
　3月30日㈮に市駅南児童センターで『いじめをなくすために、みんなで考えよう』を
テーマに開催しました。
＜参加した児童の感想＞
○いじめはふざけた遊びからエスカレートして「いじめ」になると分かりました。もしも
　そんなことがあったら、笑ったりおもしろがったりせず、いじめにあっている人の気持
　ちを考え行動することが大切だと思います。（旭小４年　佐藤砂羽）
○いじめがあったら先生や家の人に相談したりみんなで助け合ったり、一人一人が気をつけ、協力すれば「いじめ」
　なんかおきないことが分かりました。（小山城東小４年　小保方達哉）

6月1日は人権擁護委員の日です

☆地域活性化事業☆　「人権の花」運動
　児童のみなさんが協力し花を育て、生命の尊さを実感する中で、人権尊重思想をはぐくみ、情操をより豊かな
ものにすることを目的に、毎年人権擁護委員が市内の小学校・義務教育学校を訪問して、「人権の花」の贈呈と人
権講話を実施しています。平成30年度は、小山一小・旭小・大谷東小・乙女小・下生井小・豊田北小・羽川西小
の7校に5月から花の苗などを配布します。そして秋には全小・中学校・義務教育学校に球根を配布します。

関東どまんなかサミット情報
　小山市とともに、「関東どまんなかサミット会議」を構成する 4 県 3 市 2 町（栃木県栃木市、野木町、茨城県古河市、
埼玉県加須市、群馬県板倉町）のイベント等の情報です。

　古河市ゆかりの作家の作品から、絵画を中心に展
示紹介します。無料。
期間　6月20日㈬まで　※5月25日㈮休館
時間　9:00～17:00（入館は16:30まで)
場所　古河街角美術館
問古河街角美術館☎0280-22-5911

古河市（茨城県） 古河街角美術館「古河市ゆかりの
作家たち」

栃木市（栃木県） Don't Stop Music Fes.
TOCHIGI2018

　栃木市ゆかりの人気ロックバンド、MAGIC OF 
LiFE主催の音楽フェスティバル「栃フェス」。約20
組のアーティストによる迫力のライブや、美味しいグ
ルメブースも（http://magicoflife.jp/tochifes/）。
日時　5月19日㈯・20日㈰ 12:00～19:30
会場　栃木市栃木文化会館大ホール（栃木市旭町）
チケット　前売1day4,500円、2day8,000円
　　　　　当日1day5,000円（全席自由）
問栃木市シティプロモーション課☎0282-21-2315

問秘書広報課☎22–9353

　「クライミングのまち」加須市にクラ
イマーが集結！日ごろ鍛えた身体と技
で完登を目指す、熱い戦いをぜひご覧
ください。
日時　5月27日㈰　競技開始9:00
場所　加須市民体育館（加須市下三俣590）
問加須市民体育館☎0480-62-6123

加須市（埼玉県） 第19回リードKazoクライミング
カップ2018

　国指定重要文化財である野木町煉瓦
窯が見学できます。
見学時間　9:00～17:00
　　　　　（野木ホフマン館の開館日のみ）
※ボランティアガイド等による解説付きの見学ツアーも実施
（9:30、10:30、11:30、13:00、14:00、15:00、16:00の７回）
料金　中学生以下無料、高校生以上1人100円（15
人以上の団体の場合1人80円）
問野木ホフマン館☎0280-33-6667

野木町（栃木県） 野木町煉瓦窯で明治の薫りを感じ
てみませんか
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板倉町（群馬県） 春の揚舟　谷田川めぐり
　船頭が一本の竹ざおを使い、木舟の揚舟を鮮やかに操船しながら谷田川をゆっくりと周遊します。舟の上から、水
場いたくらの心休まる景色をお楽しみください。
運航期間　5月1日㈫～6月24日㈰の土・日・祝日および5月1日㈫～6日㈰の毎日（10:00、11:00、12:00、
13:00、14:00、15:00、16:00の7便）     場所　群馬の水郷　　乗船時間　約１時間
料金　1人1,000円（小学生以下は無料）　問板倉町産業振興課☎0276-70-4040

※通常の人権相談は毎月第2金曜日
　に実施しています

本紙4月号のP18「関東どまんなかサミット情報」に誤りがありました。お詫びするとともに、
訂正いたします。（誤）2017 きゃわふぇす in 栃木市→（正）2018 きゃわふぇす in 栃木市



◆新庁舎整備（基本設計・実施設計）（新規）
問総合政策課☎22–9347

　市役所新庁舎整備については、現在、新庁舎の設計
および施工を行う事業者の選定を公募型プロポーザルに
より行っています。選定された事業者と契約を締結し、
新庁舎の基本設計に着手し、完了後は、より詳細な実施
設計を今年度から来年度にかけて行い、その後、建設工
事を経て、平成32年度末の完成を目指します。
◆おやまコミュニティFM「おーラジ」運営（市情報
番組放送）（新規）　　　　問秘書広報課☎22–9353
　おーラジは、小山市に特化した地域密着の情報発信
する放送メディアであり、市が開設しテレビ小山放送
が運営しています。平常時の市情報番組として、各種
制度の紹介やイベント情報、市民生活に関することな
どを、平日12時から12時55分の間に発信し、万一の
災害時には、ライフラインや避難所開設などの情報な
ど、支援情報をリアルタイムで発信します。
◆防災ラジオ（高齢者補助・無償貸与）（拡充）

問危機管理課☎39–6661
　市が「おーラジ」を通じて発信する緊急情報を自動
的に電源が入り聞くことが出来る防災ラジオを、市内
在住で75歳以上の独居世帯の方が購入した場合、購
入費の4分の3（上限7,500円）を市が補助します。
また、災害時等にいち早く情報を必要とする視覚に障
がいのある方や、災害対応の要となる自治会長、自主
防災会長、民生委員児童委員のみなさまに、防災ラジ
オを無償でお貸しする事業を進めています。
◆水防訓練（新規）　　　　問危機管理課☎39–6664
　水害時における迅速的確な応急活動、水防技術の向上
と防災関係機関との協力体制の強化を図るため、災害対
策本部の設置訓練、情報収集・伝達訓練や避難訓練、水
防工法や住民救出訓練の他、内水氾濫を想定した排水訓
練、ドローンによる上空からの偵察訓練、断水に備えた
給水車を活用した配水訓練などを盛り込んだ、平成30年
度「小山市水防訓練」を、9月1日㈯に実施します。
◆洪水ハザードマップ改定（新規）問建設政策課☎22–9328
　河川管理者である国・県は、洪水により重大な損害を
生ずる恐れのある河川を対象として、想定し得る最大規
模の降雨を対象とした洪水浸水想定区域図を作成し、順
次公表しています。新たな洪水浸水想定区域に基づき、
平成20・21年に配布した洪水ハザードマップを、より効
果的な避難行動に直結できる、市民が活用しやすい「小
山市洪水ハザードマップ」として改訂・配布します。
◆排水対策（排水エンジンポンプ購入）（新規）

問建設政策課☎22–9825
　台風等による大雨で思川が増水したときに豊穂川への逆流
を防ぐため、思川と豊穂川の合流点に整備された豊穂川排水
樋門を閉じることとなります。この樋門を閉じると豊穂川の
流水が思川へ流出できなくなるため、仮設排水ポンプを設置
し対応することとしていますが、更なる排水能力の向上を図
るため、排水エンジンポンプを購入するものです。
◆排水強化対策（小山栃木排水路準用河川化基礎調査
業務委託）（新規）　　　　問農村整備課☎22–9263
　平成27年9月「関東・東北豪雨」により大規模浸水被害
を受けた豊穂川流域において、「小山市排水強化対策プロ
ジェクト」で決定した整備方針に基づく排水強化対策を実
施することにより「安全安心なまちづくりの実現」を図る
ため、小山栃木排水路の基礎調査を行います。

◆健康長寿はとむぎ100歳事業（新規）
問健康増進課☎22–9520

　市特産のはとむぎを取り入れることにより、健康
で長生き、100歳を目指すための取組みについてプロ
ジェクトにより検討し実施してまいります。はとむぎ
の積極的摂取による実証研究の結果に基づき、はとむ

平成30年度　小山市新規施策シリーズ（1）
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問…問合せ先

ぎの効能、摂取法・調理法について、広く市民に広
報・推進し、市民がいきいきと元気に暮らせるまち、
健康長寿100歳を目指します。
◆生活支援体制整備事業（拡充）

問地域包括ケア推進課☎22–9647
　超高齢社会に向けた対応策として、2025年度を目途に
地域の支え合いの仕組みを構築します。高齢者サポートセ
ンターへの生活支援コーディネーターの配置や各地域での
検討会議の開催、また単位自治会等の取組みを後押しする
「支え合いサロン活動支援事業」を新たに開始します。
◆小山市開運スポーツ合宿所開所（新規）

問生涯スポーツ課☎21–0021
　市は、県内初となる「スポーツ都市」を宣言し、「ス
ポーツによるまちづくり」を推進することで、スポーツ
ツーリズムによる交流人口の拡大を目指しております。地
方創生への波及効果の発現を期待できる地域拠点づくりを
目的として小山市開運スポーツ合宿所を開設します。
◆スポーツ立市推進第3次スポーツ推進基本計画策定
（新規）　　　　　　　問生涯スポーツ課☎21–2695
　平成26年度に策定した第2次小山市スポーツ推進計画
「小山市スポーツ立市振興計画」が平成30年度で完了
し、第3次小山市スポーツ推進基本計画を策定し、新た
な「スポーツによるまちづくり」を推進していきます。
◆おやま英語教育のまち推進（外国語指導助手全校配
置）（新規）　　　　　　　問学校教育課☎22–9633
　「おやま英語教育のまち推進事業」が3年目を迎え
るにあたり、今年度は、外国語指導助手（ALT）を
11名増員し、35名を全35校に配置します。これによ
り、英語を使ったコミュニケーションの機会を増や
し、グローバル化に対応できる人材の育成を目指しま
す。また他に、市内在住の中・義務教育学校生徒を対
象とした、英検検定料の助成、夏季休業中にイング
リッシュキャンプの実施を予定しています。
◆国史跡　摩利支天塚・琵琶塚古墳資料館開館（新
規）　　　　　　　　　　　問生涯学習課☎22–9669
　市内飯塚地区にある国史跡　摩利支天塚・琵琶塚古
墳は、栃木県内最大級の前方後円墳であり、市が誇る
貴重な文化遺産です。両古墳を広く内外へ周知すると
ともに、古墳を通じたまちづくりの機運を高め、地域
の活性化を図るため「国史跡　摩利支天塚・琵琶塚古
墳資料館」が開館しました。

◆耕作放棄地の解消を目指した農福連携事業（新規）
問農政課☎22–9254

　元気な高齢者や障がい者が農業を行うことで、市内
に点在する耕作放棄地の解消を図るとともに、高齢者
の活躍の場を提供し、障がい者の自立支援につなげ、
収益性のある農作物を栽培し、6次産業化や農商工連携
事業などを活用して関連商品を製造・販売するなど、
「農福連携元年」として、事業を支援していきます。
◆農福連携推進事業5カ年計画策定（新規）問福祉課☎22–9605
　障がい者が自立した生活を送るためには、労働の対価を
得ることが重要となります。より収益を上げ一人当たりの
工賃がアップするよう、従来のパンや焼き菓子、手芸品等
に加え、農作物の栽培・収穫・加工等「農福連携事業」を
推進し、障がい者の自立と社会参加を促進していきます。
　今後の目標を年度毎に定めた「農福連携推進事業5カ年
計画」を策定し、農福連携を強く推し進めていきます。
◆地域生活支援拠点等整備事業（新規）問福祉課☎22–9605
　障がい児者の重度化・高齢化や「親亡き後」を見据
え、住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、
居宅支援のための機能（相談、緊急時の受け入れ・対
応、体験の機会・場、専門的人材の確保・養成、地域
の体制づくり）を、地域の実情に応じた創意工夫によ
り整備し、障がい児者の生活を地域全体で支えるサー
ビス提供体制を構築します。

市民の生命・財産を守り、
地域の安全・安心な暮らしのために

健康づくり・医療・保健・スポーツ・
教育の充実のために

高齢者・障がい者がいきいきと生活できる
福祉対策等社会保障の充実のために

産業の振興による新たな雇用の創出のために

　　市民生活の安全・安心・健康づくり・医療・保健・スポーツ・
　　教育・福祉対策の推進
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さんがわに
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おやま表情おやま表情
小山市長　大久保　寿　夫小山市長　大久保　寿　夫

本番を迎えた2018
栃木デスティネーションキャンペーン
　～小山では13ツアー等を計画！～

　本年春に本番を迎えました「本物の出会い　栃木
2018」デスティネーションキャンペーン（DC）にお
いて、小山市では、プレ DC で実施しました渡良瀬遊
水地や本場結城紬等を活用した 8 つの“着地型体験ツ
アー”を深化させるとともに、本場結城紬につながる

「桑・蚕・繭・紬」の活用や「地域の祭り」、「酒蔵」、「農
業体験」など、テーマにストーリー性を持たせ、①全
世代を対象とした「春の小山
を満喫！おやまゴールデン
コース」や②「おやま思川桜
まつり体験コース」、③「最
強ラーメンまつり 2018in 小
山満腹コース」、④「開運の
まち　おやま　ジャガマイ
タ見学ツアー」、⑤着付けを
体験したい女性向けの「本
場結城紬のできるまで！を
巡るツアー」、⑥未就学児から小学校低学年親子向けの

「農業を体験！自然と遊び満喫ツアー」、⑦小学生親子
連れ向けの「みんなで引っ張れ！渡良瀬遊水地“外来魚”
駆除体験ツアー」、⑧アクティブシニア向け「大人のた
めの小山巡りツアー」、⑨スポーツ観戦愛好者向け「ツー
ル・ド・とちぎコース」や⑩「栃木ゴールデンブレーブス・
女子硬式野球チーム“開幕戦”観戦コース」、⑪ランナー
向け「おやま思川ざくらマラソンコース」、⑫サイクリ
スト向け「ツール・ド・おやま 2018 コース」、さらに
年間を通して⑬小学生親子連れ向けとして「森永製菓
小山工場見学コース」の 13 ツアー等を計画しました。
　この他、既に、今年 1 月に実施されました JR 東日
本びゅう商品「いちご王国とちぎ号で行くいちご狩り
の旅」や 4 月の「とちぎスイーツベリー号」、「東武トッ
プツアーズ　栃木 DC 記念ツアー」など、旅行会社が
企画する小山駅発着や市内周遊商品の造成の働きかけ
が実を結んでおり、商品化されたツアーが多数催行さ
れております。
　さらに、JR 駅で訪れた方々が観光施設を回遊しやす
いように、「レンタカー利用者のための助成」、「おーバ
ス」の“道の駅線”のいちごの里までの延伸および週

末の増便、待ち時
間を短縮した間々
田駅西口から渡良
瀬遊水地までのデ
マ ン ド バ ス の 運
行、栃木ゴールデ
ンブレーブス戦観
戦のための臨時便
の運行等に努めて
います。

　
３
月
24
日
、
国
際
自
転
車
競
技
連
合

公
認
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
、「
第
２

回
ツ
ー
ル
・
ド
・
と
ち
ぎ
」
が
、
県
内

初
の
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
都
市
・
開
運

の
ま
ち
小
山
市
の
、
小
山
思
い
の
森
を

ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
て
、
日
光
市
の
日

光
だ
い
や
川
公
園
ま
で
の
約
105
キ
ロ
の

距
離
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
国
内
外
の
プ

ロ
選
手
や
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手
が
、
3
月

23
～
25
日
の
合
計
タ
イ
ム
な
ど
を
競
い

ま
し
た
。

五穀豊
ほうじょう

穣と無病息災を願って 篠塚稲荷神社の飾り馬
　3 月 11 日、 市 内 大 本 の
篠塚稲荷神社で市指定無形
民俗文化財の「篠塚初

はつうままつり

午祭」
が行われました。
　五穀豊穣と無病息災を祈
願して、五色の布や座布団
で飾られた「飾り馬」が地
区内を練り歩き、巡行が終
わると、馬の飾りを解いて
豊作を占う「流

や ぶ さ め

鏑馬」が行
われました。３つの的に矢
が放たれると、つめかけた
見物客から大きな歓声が上
がりました。
県内戦後初の栃木県出身プロ棋士誕生！
　3 月 13 日、県内戦後初のプロ棋士となる、小山市出
身の長谷部浩平四段が、市長を表敬訪問しました。

　長谷部四段は、「県内では
将棋の才能のある子どもた
ちは、東京に出ないと切磋琢
磨する土壌が無いので、自分
も苦労した。」「自分は今後
も、小山市に残ってその土壌
を作って行きたい」と話して
いました。

小山運動公園本球場のナイター照明・スコアボードの
電光掲示化・駐車場の拡張等を整備
　小山運動公園本球場は、平成 34 年に開催予定の「と
ちぎ国体」の軟式野球会場に決定しているほか、BC リー
グの栃木ゴールデンブレーブスの本拠地となっていま
す。しかし、施設の老朽化に伴い、時代に即した整備
が必要な状況であったため、その整備を進めていて、
完成したことから、3 月 18 日、リニューアルオープン
開所式を行いました。
　今後、隣接地に整
備を進めている「小
山市開運スポーツ合
宿所」と併せて、ス
ポーツツーリズムの
拠点として、そして
小山市のスポーツの
発展のため活用して
いただきたいと思い
ます。



　
今
後
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
に
挑
戦
し
、
間
々
田
地
区

の
大
会
に
出
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
各
種
事
業
の
打
ち
合
わ
せ

は
、
会
長
、
副
会
長
、
会

計
、
各
班
長
（
４
人
）
の
計

７
人
に
て
運
営
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
ど
こ

の
会
に
も
も
れ
ず
、
私
た
ち

西
黒
田
中
長
寿
会
も
だ
ん
だ

ん
と
高
齢
に
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
旅
行
な
ど
遠
く
に
は
行
け

な
い
の
で
、会
所
を
活
用
し
、

楽
し
い
会
に
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
会
長
　
関
口
　
明
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活
動
内
容
◦
加
入
の
問
合
せ

間
々
田
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

　
間
々
田
出
張
所
☎
�
１
３
３
５

　
私
た
ち
の
西
黒
田
中
長
寿

会
は
、
西
上
、
西
下
と
の
間

に
あ
り
、
森
と
み
ど
り
に
囲

ま
れ
た
田
園
地
帯
で
あ
り
ま

す
。

　
会
員
は
全
員
若
く
、
会
に

は
入
る
も
の
の
、
各
種
の
活

動
に
は
参
加
出
来
な
い
人
た

ち
が
多
数
を
占
め
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
間
々
田
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

の
年
４
回
の
講
座
に
は
必
ず

参
加
し
て
お
り
、
輪
投
げ
大

会
に
は
年
２
回
、
個
人
戦
と

し
て
参
加
し
、
ま
た
、
思
桜

会
の
運
動
会
に
も
必
ず
参
加

し
、
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
２
回
（
春
・
秋
）

の
社
会
奉
仕
活
動
と
し
て
、

春
は
６
月
に
自
治
会
内
の
ゴ

ミ
拾
い
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

清
掃
と
、
秋
は
11
月
に
小
山

南
高
校
生
と
一
緒
に
自
治
会

内
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
総
会
と

２
回
の
社

会
奉
仕
活

動
の
後
、

ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
や

軽
食
を
用

意
し
、
み

ん
な
で
楽

し
ん
で
お

り
ま
す
。

西
黒
田
中
長
寿
会

紹
介
し
ま
す
。
あ
な
た
の
ま
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
�

問
総
合
政
策
課
☎
�
９
８
２
９

　小山市は多くの外国人を招き、交流を盛
んに行っています。今年の２月には、経済
と教育分野について覚書をとり交わしてい
る台湾の高雄市で開催されたマラソン大会
に小山市からマラソン派遣団を送り、ス
ポーツを通じた国際交流を行いました。
　シンガポールからは、現地の日本語ス
ピーチコンテストで優勝した大学生の
リー・ラッセルさんが、静岡県と小山市で
4 日間ずつホームステイ体験をしました。
　渡良瀬遊水地を見学したり、伝統工芸品
の本場結城紬や間々田紐づくりを体験し
て、その感想を SNS（※）で世界に発信
しました。また、市民講座においてシンガ
ポールの生活やシンガポール人の訪日観光
について話し、市民と交流をしました。　
　小山市に滞在した感想を尋ねると、「シ
ンガポールではできない体験ができてとて

も楽しかった。日本を旅行するシンガポール人は
多いので、小山市のような地域をもっと知ってほ
しい。」と答え、日本のさらなる魅力を発見した
ようでした。
　５月下旬には、シンガポールの高校生が小山市
を訪問し、リサイクル工場の見学や小山市の学生
と交流する予定です。彼らにとって、日本の環境
保全の取組みや、科学技術について学ぶことがで
きる貴重な機会になると思います。今後も小山市
を国際的な都市にするとともに、より多くの方に
小山市を知っていただきたいです。

※ SNS ＝ソーシャルネッ
トワークサービス（ウェブ
を使ったコミュ
ニ ケ ー シ ョ ン
サービス）　　
　　

　　　　　　　総合政策課　川俣英司

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
だ
よ
り
⑱

問健康増進課☎22–9527
第 16 回おやま健康料理コンクール おとな部門 最優秀賞

★栄養価（1 人分）　　　　　　　　
エネルギー

(kcal)
たんぱく質

(g) 脂質 (g) カルシウム
(mg) 鉄 (mg) ビタミン A

(㎍ RE)
ビタミン B1

(mg)
ビタミン B2

(mg)
ビタミン C

(mg)
食塩相当量

(g)
366 10.6 1.6 191 1.1 71 0.07 0.08 1 1.0

小山結飯（むすめ）「小山むすめ」 
メインにした小山の食材
ホンモロコ

「体に良くておいしい”わ食”
について工夫したところ・PR
したいこと」：地域食材「はと
むぎ」「かんぴょう」も利活
用。小山と結城の字も使用

★材料（4 人分）
ホンモロコ
塩
はとむぎ
かんぴょう（乾）
塩（分量外）
米
市販白だし※

お好みでしその葉など

12 匹（一人３匹）
少々
60g(30g/1 合 )
20g(10g/1 合 )
少々
２合（茶碗一杯）
70ml

     12 枚

※白だしがなければ
昆布だし汁
薄口しょうゆ
みりん

２カップ
大さじ 2
大さじ 2

★作り方
< 炊き込み飯 >
①　普通の要領で洗米する。
②　かんぴょうは水洗いし、塩もみしてから水洗いする。
　　（通常は下ゆでしますが、炊き込むので省略）
③　白だしを入れ、少しかための水加減にし、具材（かんぴょう・
　　はとむぎ）は生のまま米の上に乗せて炊飯する。
　　始めはかき混ぜないようにする。
④　炊き上がったら具材をかきまぜる。この時点でしょうゆや
　　塩で味を加減する。（お好みで）
< ホンモロコ >
①　ホンモロコに軽く塩をする。（少なめ）
②　①を焼く（あれば炭火。七輪、小型卓上コンロ）
< おむすび >
①　ごはんの量はピンポン玉程度とり、指で真ん中をくぼませ、
　　焼いたホンモロコをさす。
②　形をととのえ、しその葉の上に盛り付けてできあがり。



全
国
キ
ッ
ズ
「
開
運
」
チ
ア
＆
ダ
ン
ス
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
　
Ｉ
Ｎ
　
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
！

日
時
　
５
／
５
㈯
13
時
半
～
17
時

会
場
　
県
南
体
育
館

入
場
料
　
無
料
　
※
申
込
み
不
要

そ
の
他
　
ダ
ン
ス
体
験
等
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り
ま
す

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

天
体
観
望
会
「
お
お
ぐ
ま
座
を
み

つ
け
よ
う
～
木
星
を
み
よ
う
～
」

日
時
　
５
／
12
㈯
19
時
半
～
21
時

会
場
　
生
井
公
民
館
　

※
駐
車
場
は
JA
お
や
ま
生
井
支
店

そ
の
他
　
中
学
生
以
下
は
、
保
護

者
同
伴
。
曇
雨
天
中
止
（
当
日
実

施
時
刻
の
１
時
間
前
に
電
話
ま
た

は
博
物
館
HP
で
要
確
認
）
。

※
当
日
11
時
～
12
時
半
に
博
物
館

駐
車
場
で
太
陽
観
測
会
も
実
施

問
博
物
館
☎
�
５
３
３
１

親
子
で
遊
ぼ
う
家
庭
の
日

日
時
　
５
／
20
㈰
10
時
～
15
時

会
場
　
小
山
総
合
公
園
森
の
は
ら
っ
ぱ

対
象
　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

参
加
費
　
100
円
（
保
険
料
含
む
、

小
学
生
以
上
、
返
金
不
可
）

内
容
　
折
り
紙
、
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
、
人
工
物
探
し
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
等
　
※
雨
天
時
は
内
容
を
縮
小

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

小
山
市
駅
南
児
童
セ
ン
タ
ー
「
み
な
み
祭
」

日
時
　
５
／
20
㈰
10
時
～
16
時

会
場
　
同
セ
ン
タ
ー
（
駅
南
町
２-

11-

５
）

内
容
　
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ゲ
ー
ム

や
工
作
※
参
加
者
全
員
に
か
き
氷

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
※
参
加
無
料

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
０
５
９
４

県
立
博
物
館
５
月
の
主
な
行
事

◆
企
画
展「
と
ち
ぎ
の
技
・
匠
」▽

６
／
17
㈰
ま
で
◆
テ
ー
マ
展「
ミ

ミ
ズ
」▽
６
／
17
㈰
ま
で
◆「
観
察

会
・
見
学
会
」▽
２
種
類
い
ず
れ

も
５
／
５
㈯
◆
県
博
デ
ー
▽
５
／

20
㈰
　
※
月
曜
休
館
。
高
校
生
以

上
要
観
覧
料

問
同
館
☎
０
２
８
・
６
３
４
・
１
３
１
１

栃
木
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
小
山
市
民

デ
ー
（
対
FC
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
戦
）

　
小
山
市
民
の
方
は
特
別
割
引
で

チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
が
で
き
る
市
民

デ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
５
／
20
㈰
14
時
開
始

会
場
　
県
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

※
詳
細
は
、
市
HP
、
各
公
民
館
設

置
の
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
参
照

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動
9.5
㎞

日
時
　
６
／
３
㈰
８
時
45
分
か
ら

コ
ー
ス
　
足
利
駅
（
北
口
）
集
合

→
太
平
記
館
→
足
利
学
校
→
鑁
阿
寺

→
織
姫
公
園
→
渡
良
瀬
橋
→
下
野
国

一
社
→
足
利
駅
（
南
口
）
解
散

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

当
日
は
☎
０
８
０
・
２
６
８
４
・
０
６
６
８

第
６
回
交
通
安
全
ペ
ア
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

期
日
　
５
／
23
㈬

会
場
　
小
山
総
合
公
園
森
の
は
ら
っ
ぱ

対
象
　
市
内
在
住
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
愛
好
者

種
目
　
①
ペ
ア
ー
（
男
・
女
）

の
部
、
②
ダ
ブ
ル
（
男
・
男
）

（
女
・
女
）
の
部
、
③
お
し
ど
り

の
部
（
夫
婦
）

参
加
費
　
１
人
500
円
、
1
組
千
円

※
当
日
徴
収

申
込
み
　
５
／
８
㈫
ま
で
に
小
山

市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会 

青
柳
☎
�
１
４
０
１

第
55
回
市
総
合
選
手
権
大
会
（
陸
上
競
技
）

日
時
　
６
／
９
㈯
９
時
競
技
開
始

会
場
　
小
山
運
動
公
園

対
象
　
市
内
在
住
・
通
勤
通
学
者

※
小
学
３
年
生
以
下
は
４
年
生
の

部
に
参
加

参
加
費
　
１
種
目
に
つ
き
小
・
中

学
生
500
円
、
高
校
生
・
一
般
500

円
、
リ
レ
ー
は
１
チ
ー
ム
千
円

申
込
み
　
５
／
１
㈫
～
25
㈮
の
平

日
８
時
半
～
17
時
15
分
に
申
込
書

と
参
加
費
を
添
え
て
市
体
育
協
会

事
務
局
☎
�
５
８
５
６
　
※
詳
細

は
、
同
協
会
HP
に
て
確
認

第
14
回
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
時
　
９
／
30
㈰
８
時
半
～
15
時
半

会
場
　
栃
木
市
総
合
運
動
公
園
　
ほ
か

対
象
　
県
内
在
住
の
12
歳
以
上
の

身
体
・
知
的
障
が
い
者

競
技
　
陸
上
、
卓
球
、
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、

水
泳
、
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ

ス
、
グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
車
い
す
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

申
込
み
　
５
／
17
㈭
～
31
㈭
に
福

祉
課
☎
�
９
６
２
４
※
学
校
・
施

設
等
に
所
属
す
る
方
は
各
所
属
へ

問
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
☎

０
２
８
・
６
２
４
・
２
７
６
１

卓
球
の
お
誘
い

日
時
　
毎
月
第
２
土
曜
日
14
時
～
16
時
半

会
場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

対
象
　
小
学
生
高
学
年
以
上

参
加
費
　
大
人
200
円
、
小
・
中
学

生
100
円
※
当
日
会
場
に
て
徴
収

問
小
山
市
卓
球
協
会
・
新
藤
☎

０
８
０
・
５
４
１
２
・
６
１
６
４

少
林
寺
拳
法
体
験
入
門

日
時
　
５
／
19
・
26
、
６
／
２
・

９
・
16
・
23
の
土
曜
日
全
６
回
19 

時
～
20
時
半

会
場
　
県
南
体
育
館
柔
道
場

対
象
　
小
学
生
以
上
※
参
加
無
料

申
込
み
　
５
／
31
㈭
ま
で
に
小
山

市
少
林
寺
拳
法
協
会
・
中
村
☎

０
９
０
・
３
３
１
２
・
２
３
１
１

ジ
ュ
ニ
ア
講
習
会
・
卓
球
教
室

日
時
　
６
／
16
・
23
・
30
、
７
／

７
・
14
の
土
曜
日
全
５
回
10
時
～
正
午

会
場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
３
年
生

以
上
先
着
20
人

参
加
費
　
千
円
（
保
険
料
含
む
）

※
当
日
徴
収
。
ラ
ケ
ッ
ト
貸
出
可

申
込
み
　
６
／
１
㈮
～
13
㈬
ま
で

の
平
日
10
時
～
17
時
に
市
体
育
協

会
☎
�
５
８
５
６

小
山
市
少
年
柔
道
会
部
員
募
集

日
時
　
毎
週
㈬
19
時
～
21
時
、
㈮

19
時
半
～
21
時
半
、
18
時
～
20
時

会
場
　
小
山
三
中
柔
道
場
栄
心
館

問
飯
島
整
骨
院
☎
�
８
０
８
０

市
営
住
宅
の
管
理
に
つ
い
て

　
４
／
１
㈰
か
ら
、
市
営
住
宅
の

維
持
管
理
を
指
定
者
へ
移
行
し
ま

た
。
今
後
の
お
問
合
せ
は
指
定
管

理
者
へ
お
願
い
た
し
ま
す
。

事
業
者
名
　
一
般
社
団
法
人
ハ
ー
ト
フ
ル

住
所
　
西
城
南
３
ー
15
―
５
清
風
館
110
号

問
同
法
人
☎
�
６
４
１
８

土
地
区
画
整
理
事
業
（
粟
宮
新
都

心
第
一
）
の
決

定
に
係
る
都
市

計
画
案
の
縦
覧

期
間
　
５
／
７

㈪
～
21
㈪

場
所
　
都
市
計

画
課

意
見
書
　
住
民
お
よ
び
利
害
関
係

人
は
期
間
中
に
意
見
申
出
可

問
都
市
計
画
課
☎
�
９
２
０
３

平
成
30
年
工
業
統
計
調
査

　
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に

６
／
１
を
基
準
と
し
て
実
施
し
ま

す
。
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
調

査
員
が
伺
い
ま
す
。
記
入
内
容
は

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
行
政
経
営
課
☎
�
９
３
１
２

５
／
12
民
生
委
員
の
日

　
市
で
は
、
296
人
の
民
生
委
員
が

地
域
福
祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
相
談
、
高
齢
者
・
子
育
て
家

庭
等
の
見
守
り
と
支
援
活
動
ほ
か

※
訪
問
す
る
民
生
委
員
は
、
身
分

証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す

問
福
祉
課
☎
�
９
６
１
２

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
の
全
国
一
斉
情
報
伝
達

訓
練
の
実
施

　
お
ー
ラ
ジ
や
防
災
行
政
無
線
な

ど
を
使
用
し
た
情
報
伝
達
訓
練
を

行
い
ま
す
。

日
時
　
５
／
16
㈬
11
時
頃

伝
達
方
法
　
お
ー
ラ
ジ
、
防
災
行

政
無
線
、
小
山
市
安
全
安
心
情
報

メ
ー
ル
、
テ
レ
ビ
小
山
放
送
（
行

政
テ
レ
ビ
101
ｃ
ｈ
）
の
「
Ｌ
字
放

送
（
文
字
テ
ロ
ッ
プ
）
」

問
危
機
管
理
課
☎
�
６
６
８
４

６
／
１
～
７
水
道
週
間

「
水
道
水
　
安
全
　
お
い
し
い
　

金
メ
ダ
ル
」

　
安
全
で
お
い
し
い
水
の
供
給
の

た
め
、
水
道
施
設
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
水
道
事
業
へ
の

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ
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ご
理
解
と
節
水
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
水
道
課
☎
�
７
６
１
６

年
金
の
海
外
任
意
加
入
手
続
き
が
便
利
に
！

　
海
外
へ
の
転
出
や
日
本
へ
の
転

入
と
同
じ
月
に
、
日
本
国
籍
で
国

民
年
金
へ
任
意
加
入
す
る
人
や
、

任
意
加
入
し
た
人
が
再
入
国
し
て

第
1
号
被
保
険
者
に
な
る
と
き
、

手
続
き
の
一
部
が
簡
単
に
な
り
ま

し
た
。
詳
し
く
は
国
保
年
金
課
ま

で
。

問
同
課
☎
�
９
４
１
６
・
９
４
１
７

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
／
31
㈭

　
納
税
は
金
融
機
関
、
郵
便
局
の

ほ
か
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

も
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

心
身
障
が
い
者
の
方
は
、
一
定
の

要
件
の
も
と
に
減
免
制
度
が
あ
り

ま
す
。

問
県
税
事
務
所
☎
０
２
８
２
�
３
４
１
１

「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」
４
月
よ
り
本

格
化
！
緊
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
置

　
無
期
転
換
ル
ー
ル
と
は
、
有
期

労
働
契
約
が
反
復
更
新
さ
れ
て
通

算
５
年
を
超
え
た
と
き
に
、
労
働

者
の
申
込
み
に
よ
り
、
期
間
の
定

め
の
な
い
労
働
契
約
（
無
期
労
働

契
約
）
に
転
換
さ
れ
る
ル
ー
ル
の

こ
と
で
す
。
緊
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
６
９
２
７
６

（
円
満
に
無
期
に
な
ろ
う
）

問
栃
木
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

無
期
転
換
ル
ー
ル
特
別
相
談
窓
口
☎

０
２
８
・
６
３
３
・
２
７
９
５

小
山
市
Ｉ
Ｔ
戦
略
推
進
委
員
の
募
集

対
象
　
市
内
に
５
年
以
上
在
住
で

20
～
64
歳
の
方
（
市
の
各
種
審
議

会
・
委
員
会
委
員
で
な
い
方
）

任
期
　
２
年

人
数
　
２
人

申
込
み
　
応
募
用
紙
（
①
Ｉ
Ｔ
推

進
課
、
各
出
張
所
に
て
配
布
②
市

HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
Ｉ
Ｔ
推
進
課
に
郵

送
（
〒
323
ー
8686
住
所
不
要
）
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
�
９
３
９
８
ま
た
は
直
接
持

参
。
※
市
HP
か
ら
電
子
申
請
も
可

募
集
期
間
　
５
／
１
㈫
～
18
㈮

問
Ｉ
Ｔ
推
進
課
☎
�
９
３
４
３

ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
講
座
「
ヒ
ン
メ
リ

と
小
鳥
を
作
ろ
う
」

日
時
　
５
／
23
㈬
10
時
半
～
12
時
半

場
所
　
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ
フ
ト
館

参
加
料
　
500
円

申
込
み
　
５
／
２
㈬
か
ら
小
山
市

観
光
協
会
ま
で
　
※
先
着
10
人

問
同
協
会
☎
�
４
７
７
２

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
を
募
集

人
数
　
１
人
（
選
考
に
よ
り
決
定
）

任
期
　
２
年
（
９
／
１
～
Ｈ
32
．

８
／
31
）

応
募
要
件
　
20
歳
か
ら
64
歳
で
市

に
引
き
続
き
５
年
以
上
在
住
し
て

い
る
方
、
市
の
他
の
審
議
会
等
の

委
員
に
な
っ
て
い
な
い
方
　
※
詳

し
く
は
男
女
共
同
参
画
課
ま
で

応
募
締
切
　
５
／
31
㈭

問
同
課
☎
�
８
０
７
８

市
営
住
宅
入
居
者

対
象
　
市
内
在
住
・
通
勤
者
／
現

に
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
方
／
現
に
住
宅

に
困
窮
し
て
い
る
方
／
収
入
が
一

定
基
準
以
下
の
方
／
地
方
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
方
／
暴
力
団
員
で

な
い
方
※
そ
の
他
資
格
や
応
募
箇

所
に
つ
い
て
は
要
問
合
せ

申
込
み
　
５
／
７
㈪
～
25
㈮
に

（
一
社
）
ハ
ー
ト
フ
ル
☎
�

６
４
１
８

「
小
山
城
南
地
区
新
設
小
学
童
保

育
館
」
の
指
定
管
理
者
募
集

　
平
成
31
年
４
月
の
開
校
か
ら
、
公

設
学
童
保
育
館
を
運
営
す
る
指
定
管

理
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
５
／
１
㈫
～
31
㈭

申
込
資
格
　
市
内
に
事
業
所
等
を

有
し
、
１
年
以
上
学
童
保
育
事
業

を
実
施
し
て
い
る
団
体

※
詳
細
は
市
HP
に
掲
載

問
こ
ど
も
課
☎
�
９
６
３
８

米
粉
の
料
理
教
室

日
時
　
５
／
17
、
６
／
21
木
曜
日

10
時
半
～
13
時
半

会
場
　
道
の
駅
思
川
料
理
実
習
室

内
容
　
い
ち
ご
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
ほ
か

定
員
　
各
回
先
着
24
人

参
加
費
　
各
800
円
（
お
土
産
付
）

申
込
み
　
５
／
８
㈫
９
時
か
ら
農

政
課
☎
�
９
２
５
７
ま
で

寒
川
公
民
館
子
育
て
広
場

日
時
　
５
／
17
㈭
10
時
～
11
時

会
場
　
同
館
研
修
室

対
象
　
未
就
園
児
（
０
～
３
歳
）

と
保
護
者
10
組
　
※
参
加
無
料

内
容
　
わ
く
わ
く
リ
ト
ミ
ッ
ク

申
込
み
　
随
時
、
寒
川
公
民
館
☎

�
１
０
０
２

臨
時
保
育
士
採
用
説
明
会

日
時
　
５
／
19
㈯
10
時
～
正
午

会
場
　
保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階
こ
ど
も
課

持
参
品
　
履
歴
書
・
保
育
士
証
の

コ
ピ
ー
・
印
鑑
・
筆
記
用
具

※
要
事
前
申
込
み
　
※
登
録
希
望

の
方
は
、
当
日
試
験
あ
り

問
こ
ど
も
課
☎
�
９
６
１
４
・
９
６
１
５

宇
都
宮
大
学
お
や
ま
サ
テ
ラ
イ
ト

プ
ラ
ザ
市
民
講
座

①
身
近
に
あ
る
食
べ
物
の
価
値
を

再
発
見
～
新
た
な
お
や
ま
ブ
ラ
ン

ド
「
ラ
ム
サ
ー
ル
ナ
マ
ズ
」
の
魅

力
～
▽
６
／
９
㈯
13
時
半
～
15
時

45
分
、
７
／
21
㈯
13
時
半
～
15
時

半
▽
20
人

②
新
し
い
交
通
の
考
え
方
～
あ
な

た
は
ど
こ
で
も
ド
ア
を
使
い
た
い

で
す
か
～
▽
６
／
23
㈯
13
時
半
～

15
時
半
▽
20
人
　
※
参
加
無
料

申
込
み
　
①
６
／
１
㈮
②
６
／

15
㈮
ま
で
に
総
合
政
策
課
☎
�

９
２
１
８

小
山
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
～
子
育
て
支
援
　
前
期
講
座
～

①
「
保
育
者
と
し
て
の
子
ど
も
の

関
わ
り
と
安
全
に
つ
い
て
」
▽
６

／
５
㈫
９
時
半
～
11
時
半
▽
お
や

ま
ー
る
研
修
室
②
「
子
ど
も
の
遊

び
」
▽
７
／
11
㈬
９
時
半
～
11
時

半
▽
お
や
ま
ー
る
研
修
室
③
「
救

命
救
急
」
▽
８
／
６
㈪
10
時
半
～

11
時
半
▽
子
育
て
ひ
ろ
ば
　
す
ま

い
る

定
員
　
各
先
着
15
人

受
講
料
　
無
料

※
詳
細
は
、
市
HP
ま
た
は
城
山
さ

く
ら
保
育
園
HP

申
込
み
　
各
講
座
開
催
日
の
前
日

ま
で
に
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
�
１
０
１
２

知
的
障
が
い
者
動
く
知
更
相
（
巡

回
相
談
）
開
催
に
つ
い
て

日
程
　
６
／
11
、
10
／
１
、
Ｈ

31
．
２
／
４
月
曜
日

※
再
判
定
は
約
１
～
２
時
間
程
度

会
場
　
保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

内
容
　
療
育
手
帳
の
再
判
定
、
そ

の
他
の
相
談
　
ほ
か

対
象
　
18
歳
以
上
で
療
育
手
帳
の

再
判
定
希
望
の
方
・
各
回
10
人
程
度

※
開
催
１
ヶ
月
前
ま
で
に
要
予
約

必
要
な
物
　
療
育
手
帳
※
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
一
緒

に
お
持
ち
く
だ
さ
い

問
福
祉
課
☎
�
９
６
２
９

大
谷
公
民
館
前
期
講
座

◆
元
気
は
じ
け
る
！
笑
い
ヨ
ガ
▽

７
／
11
、
25
、
８
／
８
水
曜
日
全

３
回
10
時
～
11
時
半
▽
20
人
▽
無

料
◆
ふ
か
ふ
か
ハ
ン
ド
メ
ェ
～
ド

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
▽
６
／
５
、７
／

３
、８
／
７
、９
／
４
火
曜
日
全
４

回
10
時
～
12
時
半
▽
10
人
▽
３
千

円
◆
不
安
解
消
！
頑
張
り
す
ぎ
な

い
介
護
▽
６
／
13
、
20
、
７
／
11

水
曜
日
全
３
回
13
時
半
～
15
時
半

▽
25
人
▽
無
料
◆
陽
気
に
Ｚ
Ｕ
Ｍ

Ｂ
Ａ
＆
ス
ト
レ
ッ
チ
▽
７
／
５
、

12
、
19
、
８
／
２
、９
木
曜
日
▽

20
人
▽
無
料
◆
初
心
者
向
け
ハ
イ

キ
ン
グ
～
日
光
県
立
自
然
公
園
　

横
根
山
か
ら
井
戸
湿
原
を
歩
く
～

▽
６
／
４
㈪
18
時
半
～
20
時
半
、

８
㈮
７
時
40
分
～
16
時
40
分
▽
36

人
▽
千
円
◆
女
性
学
級
▽
６
／
13

㈬
、
19
、
７
／
24
、
８
／
７
、９

／
11
、
10
／
９
、
11
／
６
、
12
／

11
、
18
、
Ｈ
31
．
１
／
15
、
２
／

５
初
回
を
除
き
火
曜
日
９
時
半
～

11
時
半
▽
40
人
▽
実
費
◆
ふ
れ
あ

い
学
級
（
高
齢
者
学
級
）
▽
６
／

13
㈬
、
21
、
７
／
26
、
８
／
23
、

９
／
６
、
10
／
11
、
11
／
８
、
12

／
６
、
Ｈ
31
．
１
／
17
、
２
／
７

初
回
を
除
き
木
曜
日
９
時
半
～
11

時
半
▽
高
齢
者
男
女
40
人
▽
実
費

申
込
み
　
５
／
15
㈫
15
時
ま
で

同
館
窓
口
ま
た
は
HP
か
ら
☎
�

０
０
０
４

間
々
田
公
民
館
前
期
講
座

◆
し
ゃ
き
っ
と
!!
コ
ア
ス
ト
レ
ッ

チ
講
座
▽
７
／
５
、８
／
２
、９
／

６
木
曜
日
全
３
回
14
時
～
15
時
▽

25
人
▽
100
円
◆
ア
ロ
マ
講
座
▽
６

／
５
、
19
、
７
／
３
、
17
火
曜
日

全
４
回
▽
14
時
～
16
時
▽
16
人
▽

募

集
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３
千
500
円
◆
お
庭
に
ア
ク
セ
ン
ト

を
！
夏
の
寄
せ
植
え
講
座
▽
６
／

26
、
７
／
10
火
曜
日
全
２
回
▽
10

時
～
正
午
▽
20
人
▽
３
千
円
◆
初

心
者
向
け
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
講
座

▽
６
／
14
、
28
、
７
／
12
木
曜
日

全
３
回
▽
13
時
半
～
15
時
▽
10
人

▽
千
500
円
◆
紅
茶
講
座
▽
６
／

26
、
７
／
24
、
８
／
21
火
曜
日
全

３
回
▽
13
時
～
14
時
半
▽
16
人
▽

３
千
円
◆
世
界
の
カ
レ
ー
講
座
▽

６
／
21
㈭
、
25
、
７
／
２
、９
全

４
回
初
回
を
除
き
月
曜
日
▽
９
時

～
正
午
▽
16
人
▽
３
千
500
円
◆

ら
・
し
・
さ
・
の
た
め
の
終
活
講

座
▽
６
／
４
、７
／
２
、８
／
６
、

９
／
３
月
曜
日
全
４
回
13
時
半
～

15
時
▽
30
人
▽
無
料
◆
60
代
か
ら

の
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
▽
６
／
８
、

７
／
６
、８
／
17
、
９
／
７
、
10

／
５
金
曜
日
▽
10
時
～
11
時
半
▽

無
料
▽
11
月
予
定
館
外
研
修
の
み

９
時
～
17
時
▽
実
費
▽
40
人

申
込
み
　
５
／
15
㈫
～
17
㈭
９
時

～
17
時
に
同
館
窓
口
※
電
話
申
込

み
不
可
、
定
員
超
過
時
は
抽
選

問
同
館
☎
�
１
３
３
５

生
井
公
民
館
前
期
講
座

◆
和
紙
ち
ぎ
り
絵
講
座
▽
６
／

６
、
20
、
７
／
４
、
18
、
８
／
１

水
曜
日
全
５
回
13
時
半
～
15
時
半

▽
10
人
▽
４
千
円
◆
笑
い
ヨ
ガ
講

座
▽
６
／
８
、
22
、
７
／
13
、

27
、
８
／
10
、
24
金
曜
日
全
６
回

13
時
半
～
15
時
▽
15
人
▽
無
料

申
込
み
　
５
／
18
㈮
ま
で
に
同
館

☎
�
４
０
０
４
　
※
先
着
受
付

中
公
民
館
前
期
講
座

◆
男
子
ご
は
ん
講
座
▽
６
／
５

、
７
／
10
、
９
／
４
、
10
／
２
、

12
／
４
、
Ｈ
31
．
１
／
８
、２
／

５
、３
／
５
火
曜
日
全
８
回
10
時

～
13
時
▽
20
人
▽
５
千
円

申
込
み
　
５
／
18
㈮
ま
で
に
同
館

☎
�
０
０
０
２
　
※
先
着
受
付

穂
積
公
民
館
前
期
講
座

◆
着
物
リ
メ
イ
ク
講
座
▽
６
／

６
、
20
、
７
／
４
、
18
、
８
／
１

水
曜
日
全
５
回
９
時
半
～
11
時
半

▽
15
人
▽
無
料
◆
初
め
て
の
着
付

け
講
座
▽
６
／
14
、
28
、
７
／

12
、
26
、
８
／
９
、
23
、
９
／

13
、
27
木
曜
日
全
８
回
14
時
～
16

時
▽
10
人
▽
無
料
◆
「
終
活
っ
て

な
あ
に
？
」
▽
７
／
５
、
19
、
８

／
２
木
曜
日
全
３
回
10
時
～
11
時

半
▽
20
人
▽
無
料

申
込
み
　
５
／
10
㈭
～
18
㈮
に
同

館
☎
�
２
０
０
４
※
先
着
受
付

桑
公
民
館
前
期
講
座

◆
転
倒
予
防
教
室
▽
６
／
１
・

８
・
15
・
22
金
曜
日
全
４
回
10
時

～
11
時
▽
15
人
▽
500
円
◆
初
心
者

で
も
楽
し
め
る
！
き
り
絵
講
座
▽

６
／
７
、
14
、
28
、
７
／
５
木
曜

日
全
４
回
13
時
半
～
15
時
半
▽

20
人
▽
500
円
◆
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ

ラ
ー
・
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
講
座
▽

７
／
18
、
25
水
曜
日
全
２
回
▽
12

人
▽
100
円

申
込
み
　
５
／
16
㈬
に
参
加
料
を

添
え
て
同
館
☎
�
４
５
４
５

※
先
着
受
付
。
電
話
申
込
み
不
可

豊
田
公
民
館
前
期
講
座

①
ハ
イ
キ
ン
グ
講
座
▽
５
／
31
㈭

▽
茨
城
県
笠
間
市
方
面
▽
先
着
35

人
▽
千
円
②
フ
ィ
ジ
カ
ル
フ
ァ
ン

デ
ー
シ
ョ
ン
講
座
▽
６
／
７
、

14
、
21
、
28
、
７
／
５
、
12
木
曜

日
全
６
回
10
時
半
～
11
時
半
▽
15

人
▽
500
円
③
男
の
居
酒
屋
風
料
理

講
座
▽
６
／
19
㈫
、
７
／
24
㈫
、

８
／
９
㈭
、
９
／
13
㈭
全
４
回
９

時
半
～
正
午
▽
16
人
▽
２
千
500
円

④
作
楽
学
級
▽
６
／
12
㈫
か
ら
毎

月
１
回
全
10
回
▽
80
人
▽
千
円
＋

実
費
⑤
女
性
学
級
▽
６
／
２
㈯
か

ら
毎
月
１
回
全
８
回
▽
30
人
▽
実

費申
込
み
　
①
５
／
11
㈮
か
ら
、
②

～
⑤
５
／
18
㈮
か
ら
同
館
☎
�

１
０
０
２

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ

◆
講
座
　
ク
ラ
フ
ト
「
ポ
ー
セ

ラ
ー
ズ
つ
く
り
」
教
室
▽
６
／
19

㈫
13
時
半
～
15
時
半
▽
20
人
▽
受
講

料
千
400
円
▽
講
師
　
加
藤
和
代
氏
▽

５
／
５
㈯
10
時
か
ら
予
約
受
付

◆
イ
ベ
ン
ト
　
「
楽
し
い
お
琴
・

三
味
線
・
尺
八
コ
ン
サ
ー
ト
」
柳

内
調
風
＆
調
風
合
奏
団
▽
７
／
８

㈰
14
時
～
15
時
半
▽
120
人
▽
前
売

２
千
円
、
当
日
２
千
500
円

問
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
�

９
１
１
１

外
国
語
講
座
「
5
カ
国
語
で
挨
拶

し
ま
し
ょ
う
」（
中
・
韓
・
葡
・
西
・
伊)

日
時
　
①
５
／
12
②
５
／
19
③
５

／
26
④
６
／
２
⑤
６
／
９
土
曜
日

全
５
回
10
時
～
11
時
半

会
場
　
①
中
央
公
民
館
第
３
研
修

室
、
②
～
⑤
お
や
ま
～
る
研
修
室
２

定
員
　
先
着
20
人
（
要
申
込
み
）

受
講
料
　
会
員
500
円
、
非
会
員

３
千
500
円

問
小
山
市
国
際
交
流
協
会
☎
�

１
０
４
２

ゆ
め
ま
ち
み
ん
な
の
ラ
ジ
オ
体
操
教
室

日
程
　
毎
月
第
４
土
曜
日
10
時
～
11
時

会
場
　
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
　
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
公
認
指

導
士
に
よ
る
教
室
※
参
加
無
料

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
９
３
５

家
庭
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
指
導
者
研
修

「
親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ス
」

日
時
　
６
／
５
㈫
、
18
㈪
、
７
／
11

㈬
、
24
㈫
、
８
／
８
㈬
10
時
～
15
時
半

会
場
　
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

（
宇
都
宮
市
瓦
谷
町
１
０
７
０
）

申
込
み
　
５
／
15
㈫
ま
で
に
生
涯

学
習
課
☎
�
９
６
６
５
・
ＦＡＸ
�

９
６
９
６
　
※
託
児
あ
り
※
詳
細

は
HP
、
チ
ラ
シ

白
鷗
大
学
公
開
講
座
（
前
期
）

期
間
　
５
月
～
７
月

会
場
　
白
鷗
大
学
本
キ
ャ
ン
パ
ス

（
駅
東
通
り
）
・
大
行
寺
キ
ャ
ン

パ
ス

受
講
料
　
４
回
開
催
講
座
２
千
円

※
詳
し
く
は
、
大
学
HP
を
ご
覧
く

だ
さ
い

問
同
大
学
地
域
連
携
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
☎
�
９
７
９
０

小
山
高
専
公
開
講
座

◆
小
学
生
か
け
っ
こ
教
室
▽
５
／

19
、
６
／
９
土
曜
日
10
時
～
12
時

半
▽
50
人
▽
無
料
◆
中
学
生
英
語

講
座
▽
６
／
９
㈯
10
時
～
11
時
半

▽
10
人
▽
無
料
◆
（
中
学
生
向

け
）
医
薬
品
の
化
学
反
応
に
挑
戦

し
よ
う
▽
６
／
23
㈯
９
時
～
正
午

▽
15
人
▽
無
料

申
込
み
　
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
フ
リ
ガ
ナ
、
年
齢
、
電
話

番
号
を

kouza@
oyam

a-ct.
ac.jp

ま
た
は
ＦＡＸ
⒇
２
８
８
０

問
同
校
☎
⒇
２
１
９
７

県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

①
早
期
教
育
相
談
　
就
学
前
の
幼

児
と
そ
の
保
護
者
の
方
を
対
象
に

教
育
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
日
時
　
平
日
９
時
半
～
16
時

半
※
相
談
等
無
料
。
秘
密
厳
守

②
学
校
行
事
　
学
校
見
学
会
や
体

験
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す

※
日
時
等
の
詳
細
は
要
問
合
せ

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

期
間
　
６
月
～
12
月
（
全
４
回
）

対
象
　
障
が
い
児
・
者
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
高

校
生
以
上
30
人
程
度

申
込
み
・
問
　
③
５
／
14
㈪
～
６

／
15
㈮
に
同
校
☎
０
２
８
２
�

７
５
７
５

県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校
職
業

訓
練
生

訓
練
科
名
　
機
械
加
工
科
、
板
金

溶
接
科

定
員
　
各
科
５
人

期
間
　
７
／
２
㈪
～
12
／
21
㈮

※
受
講
料
無
料
。
テ
キ
ス
ト
代
、

作
業
服
代
等
は
受
講
者
負
担

申
込
み
　
６
／
８
㈮
ま
で
に
同
校

☎
０
２
８
４
�
０
８
０
３

県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
第
40
期
生

期
間
　
10
月
～
Ｈ
32
．
９
月
の
2
年
間

対
象
　
県
内
在
住
の
60
歳
以
上

で
、
地
域
活
動
に
意
欲
が
あ
る
方

※
50
～
60
歳
未
満
は
、
要
市
町
の
推
薦

申
込
み
　
６
／
１
㈮
～
30
㈯
に
シ

ル
バ
ー
大
学
校
南
校
☎
０
２
８
２

�
５
３
２
５
ま
た
は
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
課
☎
�
９
６
１
７

と
ち
ぎ
ネ
ッ
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
者

　
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
意

識
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
県
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
県
政
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
県
内
在

住
の
満
16
歳
以
上
の
方
で
、
月
１

回
程
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
は
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
県
の
HP
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
県
広
報
課

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
２
１
５
８
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セ
ン
タ
ー
ゆ
め
ま
ち
・
陶
芸
室
▽
定

員
10
人
▽
３
千
円
▽
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ

ル
持
参
▽
５
／
６
㈰
９
時
か
ら
同
セ
ン

タ
ー
管
理
事
務
室
☎
�
９
９
３
５
へ

琴
コ
ン
サ
ー
ト
（
丹
野
井
成
寿
・
三
絃
教
室
）

　
５
／
27
㈰
12
時
半
▽
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
▽
千
円（
当
日
千
200
円
）小
中

学
生
半
額
▽
無
料
託
児
所
※
要
予
約
▽

丹
野
☎
�
０
８
１
１

「
子
育
て
広
場
　
す
ま
い
る
・
に
っ
こ

り
ち
ゃ
ん
・
え
く
ぼ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
合

同
　
親
子
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
」

　
５
／
31
㈭
10
時
～
11
時
▽
イ
ー
グ
ル

ス
ポ
ー
ツ
▽
６
か
月
～
未
就
園
児
親
子

50
組
対
象
▽
無
料
▽
５
／
22
㈫
ま
で
に

さ
く
ら
保
育
園
☎
�
７
０
６
８
へ

小
山
音
楽
家
協
会
第
６
階
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
」

　
６
／
３
㈰
13
時
半
～
14
時
▽
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
▽
一
般
千
500
円

小
学
生
以
下
千
円
▽
事
務
局
・
飯
塚
☎

０
７
０
・
１
５
４
３
・
２
２
２
３

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家
「
海
浜
夏
ま
つ
り
」

　
７
／
７
㈯
～
８
㈰（
１
泊
２
日
）▽
地

引
網
体
験
、
お
ま
つ
り
広
場
▽
県
民
250

人
程
度
対
象
▽
大
人
６
千
円
、
高
校
生

４
千
500
円
、
中
学
生
３
千
700
円
、
小
学
生

３
千
500
円
等
▽
６
／
４
㈪
ま
で
に
同
施
設

☎
０
２
９
１
・
３
７
・
４
０
０
４
へ

海
外
交
流
事
業

　
７
／
26
㈭
～
８
／
12
㈰
▽
小
３
～
高

３
対
象
▽
参
加
費
25
万
～
59
万
円
▽
公

益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会
☎

０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
国
費
留
学

生（
18
歳
～
30
歳
）
▽
７
／
27
㈮
～

31
㈫
ま
で
▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
山
国

際
交
流
会
お
い
ふ
ぁ
・
田
部
☎

０
８
０
・
４
１
３
７
・
２
１
１
０

オ
ヤ
モ
ン
ズ
～
落
語
に
学
ぶ
伝
え
る
力
～

　
５
／
23
㈬
19
時
～
（
開
場
18
時
）

▽
白
鷗
大
学
本
キ
ャ
ン
パ
ス
（
駅
東

通
り
）
白
鷗
ホ
ー
ル
▽
無
料
▽
講
演

　
三
遊
亭
鬼
丸
氏
▽
小
山
青
年
会
議

所
・
阿
部
☎
�
１
８
４
９

こ
ぐ
ま
保
育
園
　
楽
し
い
子
育
て
支
援

事
業
「
離
乳
食
の
作
り
方
、
進
め
方
」

　
５
／
24
㈭
９
時
40
分
～
11
時
半
▽

離
乳
食
の
作
り
方
の
実
演
・
離
乳
食

に
つ
い
て
の
話
、
試
食
な
ど
▽
小
山

市
在
住
親
子
対
象
▽
定
員
10
組
▽
こ

ぐ
ま
保
育
園
☎
�
１
１
８
９
へ

ゆ
め
ま
ち
で
作
ろ
う 

陶
芸

　
５
／
26
㈯
・
27
㈰
、
６
／
１
㈮
・

10
㈰
・
17
㈰
▽
小
山
城
南
市
民
交
流

19　広報小山 2018.5月号

朗
読
交
流
会

　
５
／
４
㈮
、
６
／
１
㈮
13
時
半
～
15

時
▽
中
央
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
▽

朗
読
作
品
持
参
（
10
分
程
度
）
▽
申

込
不
要
▽
塚
原
☎
�
１
４
７
２

第
20
回
小
山
市
日
本
伝
統
文
化
音
楽

連
盟
春
季
大
会

　
５
／
13
㈰
10
時
～
16
時
▽
文
化
セ

ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
▽
吟
詠
、
民
舞
、

語
り
、
着
付
け
、
大
正
琴
▽
松
本
☎

�
１
４
９
０

春
の
ば
ら
展

　
５
／
18
㈮
・
19
㈯
10
時
～
16
時
、

５
／
20
㈰
10
時
～
15
時
▽
道
の
駅
思

川
小
山
評
定
館
▽
入
場
無
料
▽
小
山

ば
ら
会
・
田
熊
☎
�
１
０
０
４

上旬
■平成 30 年工業統計調査のお知らせ／行政経営課　■中小企業融
資制度について／商業観光課　等

中旬 ■国庫補助による埋蔵文化財確認調査のお知らせ／生涯学習課　等

下旬
■第三者行為の届出について／国保年金課　■レッツエコ「ごみの分別
方法と減量化について」／環境課　等

※視聴にはテレビ小山放送㈱のケーブルテレビへの加入が必要となります。
デジタル101chを選局ください。

５月の行政テレビ 問秘書広報課☎ 22-9353

　
市
議
会
定
例
会
が
、
２
／
14
㈬
～
３
／
13
㈫
に
開
催
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た

51
案
件
は
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
議
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
も

の
を
紹
介
し
ま
す
。

■
平
成
30
年
度
小
山
市
一
般
会
計
予
算

　
地
方
自
治
法
第
211
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
小
山
市
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

予
算
総
額
　
598
億
５
千
万
円
（
対
前
年
度
比
1.6
％
減
）

■
平
成
29
年
度
小
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
地
方
自
治
法
第
218
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
小
山
市
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

補
正
予
算
額
　
　
　
△
11
億
８
千
11
万
７
千
円

補
正
後
予
算
総
額
　
617
億
８
千
953
万
３
千
円

■
小
山
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
住
民
票
の
写
し
等
の
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用
促
進
及
び
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
促
進
方
策
の
一
環
と
し
て
、
平
成
30
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
場
合
の
交
付
手

数
料
を
減
額
す
る
こ
と
、
及
び
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す

る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
平
成
30
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
に
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

施
行
日
　
平
成
30
年
４
月
１
日

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
小
山
市
営
住
宅
及
び
共
同
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
第
244
条
の
２
第
６
項
の
規
定
に
よ
り
、
提
案
す
る
も
の

⑴
公
の
施
設
の
名
称
と
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

公
の
施
設
　
小
山
市
営
住
宅
及
び
共
同
施
設
　
区
分
　
新
規

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
　
名
称
　
一
般
社
団
法
人
ハ
ー
ト
フ
ル
　
代
表

理
事
　
北
村
　
博
司
　
所
在
地
　  

小
山
市
大
字
土
塔
228
番
地
36

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
小
山
南
部
事
業
用
地
と
し
て
、
不
動
産
を
取
得
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処

分
に
関
す
る
条
例
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
、
提
案
す
る
も
の

⑴
取
得
す
る
不
動
産
　
15
件
　
15
万
４
千
283
．
10
㎡

⑵
取
得
予
定
価
額
　
　
２
億
３
千
142
万
４
千
650
円

⑶
相
手
方
　
13
（
団
体
、
個
人
）

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
小
山
運
動
公
園
駐
車
場
整
備
事
業
の
用
地
と
し
て
、
不
動
産
を
取
得
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又

は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
、
提
案
す
る
も
の

⑴
取
得
す
る
不
動
産
　
３
件
　
１
万
７
千
13
㎡

⑵
取
得
予
定
価
額
　
　
８
千
591
万
５
千
650
円

⑶
相
手
方
　
２
（
個
人
）

平
成
30
年
第
１
回
小
山
市
議
会
定
例
会
報
告

コース名 日時・受講料・定員
測定技術基礎 6/14～15・9:00～16:00・4,950円・10人
研削砥石取り替え業務
特別教育① 6/25～26・8:30～17:30・3,520円・10人

技術講習会（栃木県立県南産業技術専門校）

申込み　開講日の10日前までに同校☎0284-91-0803

コース名 日時・受講料・定員
実践機械設計製図（図面読解と設計検討）6/1.8.15·9:30～16:10·10,300円·10人
木造耐力壁の壁倍率評価技術 6/2.9·9:30～16:10·10,000円·10人
生産現場や生産工程問題点の発見と改善検証 6/2.9·9:30～16:10·13,300円·10人
有接点シーケンス制御の実践技術 6/9.16·9:00～17:30·11,000円·10人
実践建築製図作成技術（２次元 CAD）JW-CAD 編 6/9.16·9:30～16:10·6,500円·10人
３次元 CAD モデリング技術（Inventor） 6/16.23·9:00～17:30·9,100円·10人
木造住宅における許容応力度設計技術 6/21.22·9:00～17:30·3,900円·10人
機械設計技術者のためのフライス盤実践技術 6/21.28·9:30～16:10·8,700円·10人
有接点シーケンス制御による電動機制御の実務 6/30.7/7·9:00～17:30·11,000円·10人

関東職業能力開発大学校・能力開発セミナー

申込み　同校援助計画課☎31-1733

み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ

※
詳
し
く
は
各
連
絡
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い



すこやか通信 みんなの元気がおやまの元気　
健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）
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乳幼児健康相談（予約制）
期　日　6月19日㈫
計測のみの方　9:00 ～ 11:00
相談ありの方①9:00 ～ ②9:30～
　　　　　　③10:00～④10:30～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　5月23日㈬から☎22―9527

マタニティクラス（はじめてのきょ
うだいクラス）
日　時　6月14日㈭9:30 ～ 11:30
　　　　（受付9:15から）
会　場　保健・福祉センター
内　容　妊娠中の生活や子どもの食
　　　　事、兄弟との関わり方
対　象　2人目以降の妊婦とその家
　　　　族（きょうだい・祖父母など）
持ち物　母子健康手帳、申込書、
　　　　テキスト代250円
申込み　☎22�9527
もぐもぐひろば（要申込）
日　時　7月3日㈫9:45～11:00
　　　　（受付9:30から）
会　場　保健・福祉センター
対　象　離乳食中の児とその保護者
内　容　離乳食の話、みんなでトーキング
定　員　先着20組
申込み　6月4日㈪8:30から
　　　　☎22―9527

とちぎ子ども救急電話相談
　お子さんが急な病気やケガで心配なと
きご相談ください。家庭での対処方法な
どについて、看護師がアドバイスします。
【月～土曜日】18:00～翌日 8:00
【日曜・祝日】 8:00～翌日 8:00
☎♯8000（携帯電話やプッシュ回線以
外は☎028–600–0099）

とちぎ救急医療電話相談
　大人（おおむね 15歳以上）を対象とした
救急電話相談です。急な病気やケガで心配
なときご相談ください。救急車要請や医療
機関受診の要否、家庭での対処方法などに
ついて、看護師がアドバイスします。
【毎日】18:00～ 22:00
☎♯7111（携帯電話やプッシュ回線以
外は☎028–623–3344）

歯周疾患検診
　対象者には受診券を郵送します。受
診の際、医療機関へお持ちください。
期　間　5月1日㈫～平成31年1月31日㈭
受診場所　市内委託医療機関
対　象　40・50・60・70歳の市民（市
民税特別徴収対象者を除く）および
後期高齢者医療制度加入の前年度75
歳に達した方
受診料　1,000円（70・75歳は無料）
※当日は検診のみです。治療が必要な方
は、医療機関の診察を受けてください
問☎22–9522

開運おやま健康マイレージ

　開運おやま健康マイレージをご存知で
すか？詳しくは市内各出張所や健康増進
課にあるパンフレットをご覧ください。
問☎22–9532

メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～（無料・要申込み）
日　時　5月10日㈭・17㈭13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　40歳以上の市民（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲み物、

タオル、ヨガマット（お持ちの方）
申込み　☎22–9607

　対象者は65歳以上の方（平成31年3
月31日現在）です。5月中旬に受診票
を送付しますので、持参してください。
どの会場でも受診可能です。
※今年度の肺がん検診（胸部レントゲ
ン検査）を受ける予定の方は、今回受
診する必要はありません

月日 時　間 会　　場

6/18
㈪

7:30 ～ 7:50 小宅下集落センター
8:10 ～ 8:30 黒本農業構造改善センター
8:50 ～ 9:10 大内川集落センター
9:30 ～ 10:30 市立豊田公民館

10:50 ～ 11:10 小薬東農協倉庫
11:30 ～ 11:50 岡公民館

6/19
㈫

7:30 ～ 7:50 下河原田南部倉庫
8:10 ～ 8:30 小袋公民館
8:50 ～ 19:10 市立中公民館
9:30 ～ 9:50 川入公民館

10:10 ～ 10:30 大川島集落センター
10:40 ～ 11:00 下初田公民館
11:20 ～ 11:40 上初田東公民館

6/20
㈬

7:30 ～ 7:50 島田南公民館
8:10 ～ 8:30 立木上公民館
8:50 ～ 9:10 上石塚公民館
9:30 ～ 9:50 上国府塚公民館

10:10 ～ 10:30 今里公民館
10:50 ～ 11:10 卒島新倉集落センター

6/21
㈭

7:30 ～ 7:50 大行寺公民館
8:10 ～ 8:30 下石塚公民館
8:50 ～ 9:10 萩島構造改善センター
9:30 ～ 9:50 塩沢公民館

10:10 ～ 10:30 間中公民館
10:50 ～ 11:10 石ノ上公民館
11:30 ～ 12:00 下国府塚公民館

6/22
㈮

10:00 ～ 10:30 市立豊田公民館
11:00 ～ 11:20 市立中公民館
13:10 ～ 13:30 市立穂積公民館

◆桑絹地区

◆美田地区

結核検診（6月）問☎22–9526

無料フッ素塗布・歯の健康相談

（予約不要）
期　日　6月3日㈰
受　付　9:00～11:30
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　保育園・幼稚園年小～小学 2 年生
　　　　の児（H22.4.2 ～ H27.4.1）
内　容　 フッ素塗布、歯の健康相談、ブラッ

シング指導、歯ブラシ配布　など
※歯磨き後、11:30 までに来場し、
必ず受付を済ませてください
問☎22–9527

日　　時 会　　場

6/6
㈬

7:30 ～ 7:50 中島公民館
8:10 ～ 8:30 市立絹公民館
8:50 ～　9:10 請地公民館
9:30 ～　9:50 台公民館

10:10 ～ 10:30 中河原公民館
10:50 ～ 11:10 下梁公民館

11:30 ～ 11:50 上梁・八幡宮神社
（上梁南公民館）

6/7
㈭

7:30 ～ 7:50 延島神社駐車場
（延島中公民館）

8:10 ～ 8:30 延島上・松山モータース宅
8:50 ～ 9:10 舟戸公民館
9:30 ～ 9:50 延島新田公民館

10:10 ～ 10:30 延島下・安田征二宅
10:50 ～ 11:10 中高椅公民館

6/8
㈮

7:30 ～ 7:50 鉢形中央公民館
8:10 ～ 8:30 北飯田公民館
8:50 ～ 9:10 東山田下公民館
9:30 ～ 9:50 東山田上公民館

10:10 ～ 10:30 出井馬廻集会所

6/11
㈪

7:30 ～ 7:50 萱橋公民館
8:10 ～ 8:30 向野本田公民館
8:50 ～ 9:10 鉢形南集会所
9:30 ～ 9:50 東出井集会所

10:10 ～ 10:50 下出井公民館

6/12
㈫

7:30 ～ 8:10 荒井公民館
8:30 ～ 10:00 桑市民交流センター

10:20 ～ 10:50 サンフレンズ小山
11:20 ～ 11:50 上出井公民館

6/13
㈬

7:30 ～ 8:10 喜沢北部公民館
8:30 ～ 9:10 喜沢集会所
9:30 ～ 9:50 喜沢東部公民館

10:10 ～ 11:30 JA おやま桑支店

6/14
㈭

7:30 ～ 8:10 南半田公民館
8:30 ～ 9:10 扶桑県営住宅公民館
9:30 ～ 10:30 扶桑分譲公民館

10:50 ～ 11:20 三拝公民館
11:40 ～ 12:00 飯塚文化伝承館

6/15
㈮

9:00 ～ 9:20 市立絹公民館
10:00 ～ 11:20 桑市民交流センター
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▪夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251―7（健康医療介
　　　 護総合支援センター内）
☎39―8880・FAX39―8882

受付　診療終了 15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください
▪休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251―7（健康医療介
護総合支援センター内 )
☎39―8881・FAX39―8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末
年始（12/31 ～ 1/3）
10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急
患歯科診療所の南側に夜間休日対応
の院外薬局（3薬局）があります

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00

日曜・祝日・振替
休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

6 月の一次救急医療機関

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2―4―3 ☎44―7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1―15―4 ☎53―1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31―1331
④ 杉村病院 小山市城山町2―7―18 ☎25―5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45―7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320―2 ☎0280―57―1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話
で確認してください。各医療機
関では、夜間、医師が交代で当
直制をとっており、希望する治
療が困難な場合もあります。

▪救急医療機関当番
　カレンダー内番号が、当番医
療機関となります。

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27―0500

日 月 火 水 木 金 土
1 2
②⑥ ①③

3 4 5 6 7 8 9
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
10 11 12 13 14 15 16
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
17 18 19 20 21 22 23
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
24 25 26 27 28 29 30
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤

喫煙がもたらす危険な病気
　COPD は、慢性閉塞性肺疾患という病名です。肺に慢性的な炎症が起きている状態で
す。それにより、気管支が塞がって空気が通りにくくなるとともに、肺の細胞が壊され
て息を吐き出しにくくなります。
原因は「長年の喫煙習慣」と「加齢」
　タバコは COPD の発症に深く関わっていて、そのリスクを増大させています。診断された方の 95％は喫
煙者です。

問健康増進課☎22―96075月31日は「世界禁煙デー」知ってますか？COPD

症状が悪化すると・・・
■外出も困難に
同世代と並んで歩くのが難しくなります。荷物を
持って歩くことも、苦痛を感じるようになります。
■平地でも息切れをする
少し歩いただけで息切れし、休む時間が必要にな
ります。
■自宅での酸素吸入が必要に・・・
進行すると、1 日中酸素吸入をする必要があり、
在宅酸素療法を行います。

こんな初期症状にご注意！
○風邪をひきやすい
　最近、なんだか風邪をひきやすくなった気がする
○せきや痰が続く
　風邪が長引き、咳や痰も続いている
○息切れがする
　以前と比べ、坂道や階段を上るのがつらくなった
○動くとドキドキすることがある
　運動後、動機がおさまらない
見過ごしがちなこんな症状…気付くと進行していることも…
たばこについて、学んでみませんか？　出前教室「たばこと健康～知っていますか？たばこの害～」
　健康への影響や禁煙のポイントなどを、講師が出向きお伝えします。子どもから大人まで各年代に応じた
内容で行います。詳しくは、健康増進課までお問合せください。

始めよう
禁煙生活

6月の集団検診（要申込）＊12・1・2月生まれの方対象

検診日・受付時間
検診項目 女

性
限
定

会　場特定健診
（基本健診）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症胃 肺・大腸 前立腺 子宮・乳

2 ㈯ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 桑市民交流センター
4 ㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター
8 ㈮ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 小山東出張所

12 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター
14:00 ～ 15:30 × × × × ○ × ＊ 健康医療介護総合支援センター

15 ㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
18 ㈪ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 間々田市民交流センター
20 ㈬ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 間々田市民交流センター
27 ㈬ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 豊田公民館
29 ㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 保健・福祉センター

申込み　3月号と同時配布の「平成30年度健康のし
おり」内の検診申込み書からお申込みください。折
り返し「集団健診のお知らせ（問診票）」を送付します。
持ち物　①集団健診のお知らせ(問診票)、②受診
券（基本健診受診者のみ）、③健康保険証、④そ
の他指定されたもの
❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診票）」を
ご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円･70歳は無料）は、検
診当日40･45･50･55･60･65･70歳の女性市民が
対象です。希望者は年齢確認のできるものを持参
し各会場へ直接お越しください。（事前申込み不要）

問☎22�9522・9523

閉院のお知らせ

「平成30年度健康のしおり」に記載されている、大久保こどもクリニック（城東6-10-1）
およびみどりの森クリニック（若木町1-5-30）は閉院になりました。



◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 17㈰ 9:30〜12:30 生活安心課☎22–9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 22㈮10:00〜12:00 男女共同参画課☎22–8078

※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）
心配ごと相談予約制

（生活全般の相談）
 12･26㈫

10:00〜12:00
社会福祉協議会☎22–9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 7㈭10:00〜12:00 福祉課☎22–9619

◎
通
常
相
談

　月
～
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30〜17:15 生活安心課☎22–9282

家庭児童相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課
☎22–9626

ひとり親家庭相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課
☎22–9627婦人相談 9:00〜17:00

認知症相談
8:30〜17:15 地域包括ケア推進課

☎22–9648
※必要時、専門医等の相談も可

シニアの社会
参加相談 8:30〜17:15 地域包括ケア推進課

☎22–9852

青少年相談
面接予約制
9:00〜17:00

青少年相談室
☎25–4002

電話相談
10:00〜17:00

☎25–4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00〜17:00 外国人地域支援センター

☎23–1042
外国人相談 8:30〜17:15 外国人相談室☎22–9439

消費生活相談 9:00〜16:00 消費生活センター
☎22–3711

県民相談 9:00〜16:00 小山県民相談室
☎22–9164

労働相談 8:30〜17:15 小山労政事務所
☎22–4032

こころの
ダイヤル

9:00〜17:00 県精神保健福祉センター
☎028–673–8341

※第2･4水曜日9:30〜11:30 は
　医療相談

ＤＶ相談 9:00〜17:00 配偶者暴力相談支援
センター☎22–9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 9㈯10:00〜12:00
20㈬13:30〜15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22–9282

登記相談予約制 13㈬10:00〜12:00 司法書士・土地家屋調査士

交通事故相談予約制 12･26㈫10:00〜15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員

税金なんでも相談予約制 14㈭13:30〜15:30 税理士
行政書士専門相談
予約制 20･27㈬10:00〜12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為

等、書類や手続きに関する相談
不動産相談予約制 5㈫  9:00〜12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談

家庭内困りごと相談予約制 17㈰13:30〜16:10 元家庭裁判所調査官

人権相談 8㈮10:00〜15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22–9292

子育て家庭生活相談
予約制

13㈬ 9:30〜11:30
16㈯14:00〜16:00 場所：中央公民館

子育て
包括支援課
☎22–9664

23㈯14:00〜16:00
27㈬ 9:30〜11:30 場所：大谷出張所

16㈯14:00〜16:00
20㈬ 9:30〜11:30 場所：間々田出張所

6㈬ 9:30〜11:30 場所：桑出張所

13㈬ 9:30〜11:30 場所：豊田出張所

心配ごと相談
（生活全般の相談）

   5･19㈫
10:00〜15:00

   12･26㈫
13:00〜15:00

場所：社会福祉協議会
5･19㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉
協議会
☎22–9501

精神保健福祉相談予約制 12㈫13:00〜15:00 精神科医師　県南健康福祉センター☎22-6192
※保健師相談の場合は随時（予約時に日時確認）

女性のための心の相談予約制 25㈪13:30〜16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22–8078
創業･経営･キャリア
相談予約制

 2･16㈯
13:00〜17:00 中小企業診断士　工業振興課☎22–9396

ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22–9282 へお問合せください。月の相談 6

◎白鷗法律相談（無料）　弁護士教員が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時　間 受付件数 実施場所 申込み受付

4･11･18･25㈪ 16:25〜17:05（40分間）
17:15〜17:55（40分間） 各日先着2人 白鷗大学本キャンパス 電話にて事前申込みが必要　☎20–8110

受付5/28㈪から　時間9:00〜16:30
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図書館つうしん（6月分）
■おはなし会

※会場の記載が無いものは中央図書館

名称（会場） 日　時
おやま分館ピッコロおは
なし会(小山分館) 1 ㈮ 11:00

おはなしウェンディ 6 ㈬ 15:30
おはなしメロディ 10 ㈰ 14:00
ままだ分館おはなしかい
( 間々田分館 ) 12 ㈫ 15:30

おはなしこんにちは 13 ㈬ 10:30
おこれんのおはなし会 17 ㈰ 14:00
おはなしウェンディ0・1・2 20 ㈬ 11:00
ゆめまちおはなし会

（城南市民交流センター）23 ㈯ 10:30

はなしのこべやおはなしかい 24 ㈰ 14:00

日　時 会　場

1 ㈮ 10:10 〜 10:40 萱橋小学校
12:50 〜 13:40 大谷東小学校

5 ㈫
10:00 〜 10:30 寒川小学校
12:50 〜 13:40 乙女小学校

6 ㈬
10:10 〜 10:40 もみじ保育所
12:55 〜 13:45 豊田南小学校

7 ㈭
10:10 〜 10:40 大谷南小学校
13:00 〜 13:40 網戸小学校

8 ㈮
10:00 〜 10:30 絹義務教育学校
13:00 〜 13:50 羽川西小学校

12 ㈫
10:10 〜 10:40 中久喜保育所
13:00 〜 13:50 間々田東小学校

13 ㈬
  9:55 〜 10:35 中小学校
13:00 〜 13:50 間々田小学校

14 ㈭
10:30 〜 11:20 小山東ニュータウン
12:50 〜 13:30 下生井小学校

20 ㈬
10:10 〜 10:40 絹保育所
12:40 〜 13:30 豊田北小学校

21 ㈭
  9:50 〜 10:20 穂積小学校
12:40 〜 13:20 羽川小学校

■移動図書館「せきれい」
　巡回日程

■ 6 月の各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21-0750
　4㈪・11㈪・18㈪・25㈪・28㈭
　正面入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎22-9575
　4㈪・11㈪・18㈪・25㈪・28㈭
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎41-6230
　4㈪・11㈪・18㈪・25㈪・28㈭
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館
　日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎22-4544
　4㈪・11㈪・18㈪・25㈪・28㈭
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用返
　却ポスト」へ
※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館から
の借用資料は、破損の恐れがありますのでポ
ストへの返却はご遠慮ください
●市民展示ケースのご案内　　　　問中央図書館☎21–0750
　あなたの自慢の作品を図書館に展示してみませんか？小山市立
中央図書館で利用登録している方ならどなたでもご利用いただけ
ます。個人やグループでぜひご利用ください。
展示場所　中央図書館　公園側入口付近　展示ケース　
展示期間　最長1カ月
　※展示例…自作の書や絵画、手芸や工芸、美術品等



納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

■6月は市県民税（普通徴収）1期の納期
月です。納期限は7月2日㈪です。
■日曜納税相談窓口（納期直前の日曜
日）は7月1日㈰8:30～17:15です。
■コンビニ納付や月曜日～木曜日（祝日
除く）19:00までの納税窓口延長もご利
用ください。
問納税課☎22–9442

日

　時

6月2日㈯・3日㈰・9日㈯・10日㈰
16日㈯・17日㈰・23日㈯・24日㈰・30日㈯

各8:30 ～ 17:15

毎週火・木曜日19:00まで延長
します※取扱い業務についてはお
問合せください
問市民課☎22–9402

祝日の届出（死亡・出生・婚姻
等）は、本庁舎北側入口の宿直
室にて受付します。夜間等、緊
急な場合は、宿直室☎22–9420
へご連絡ください。

場

　所

市民課☎22–9402
小山城南出張所☎31–3650
※小山城南出張所は月曜定休
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名　称 時　間 会　場 問　合　せ

継続事業 「自然を愛した小山の偉人　没後 50 年　
古川龍生木版画展」（～ 3 日㈰） 9:00 ～ 17:00 車屋美術館 同館☎41–0968

1 日 ㈮

2 日 ㈯

知事と語ろう！とちぎ元気フォーラム in 
小山　※ 要申込み 14:00 ～ 桑市民交流センター「マルべりー

館」 秘書広報課☎22–9353

おやま田んぼアート田植え体験
※ 要申込み（有料）

9:30 受付開始
10:00 ～ 間々田会場 農村整備課☎22–9262

開運のまち おやま 第 7 回酒蔵まつり
（1 日目） 12:00 ～ 18:00 小山御殿広場 小山市観光協会☎30–4772

3 日 ㈰

おやま田んぼアート田植え体験
※ 要申込み（有料）

9:30 受付開始
10:00 ～ 絹会場 農村整備課☎22–9262

開運のまち おやま 第 7 回酒蔵まつり
（2 日目） 12:00 ～ 17:00 小山御殿広場 小山市観光協会☎30–4772

みんなで歩け歩け運動 8:45 集合 足利駅（北口）集合 生涯スポーツ課☎21–2695
フッ素塗布事業　※ 要申込み 9:00 ～ 健康医療介護総合支援センター 健康増進課☎22–9527 ○

4 日 ㈪
5 日 ㈫
6 日 ㈬
7 日 ㈭
8 日 ㈮

9 日 ㈯
ほっしー★ OYAMA 号太陽観測会 11:00 ～正午 博物館駐車場 博物館☎45–5331
ほっしー★ OYAMA 号天体観望会 19:30 ～ 21:00 生井公民館広場 博物館☎45–5331

10 日 ㈰ 思川に思いをはせる会思川河川敷清掃活動 9:00 集合 石ノ上橋下集合 水と緑の推進課☎22–9878 ○
11 日 ㈪
12 日 ㈫
13 日 ㈬
14 日 ㈭
15 日 ㈮
16 日 ㈯ 第 8 回おやまのまち de 開運ウォーキング 9:00 集合 絹公民館集合 絹公民館☎49–0027 ○
17 日 ㈰
18 日 ㈪
19 日 ㈫
20 日 ㈬
21 日 ㈭

22 日 ㈮ 高齢者・障がい者「小山市ふれ愛入浴サー
ビス」※無料 10:00 ～ 15:00 幸の湯（城山町 2-5-21） 地域包括ケア推進課

☎22–9617

23 日 ㈯
第 6 回さくら道まつり 9:00 ～正午 さくら道（小山駅中央自由通路）新都市整備推進課☎22–8932
男女共同参画フェア 13:00 ～ 16:10 文化センター小ホール 男女共同参画課☎22–8078 ○

24 日 ㈰ 第 13 回おやま地産地消・食育フェア 9:00 ～ 15:00 道の駅思川 農政課☎22–9257 ○
25 日 ㈪
26 日 ㈫
27 日 ㈬
28 日 ㈭
29 日 ㈮
30 日 ㈯

６月 カレンダー広報

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※カレンダーの内容は、4月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください
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5広報おやま

　カラーズ　増改築・リフォーム・外構の専門店

クロス貼り替え　介護リフォーム　その他小さな工事　

駐車場工事　カーポート　テラス　サンルーム　お庭のリフォーム　

小山市西城南 5-45-8　　小山市警察署むかい側 　　　営業時間 9:00 ～ 18:00　　　水曜定休日

カラーズ 小山店 ㈱木の花ホーム TEL:0285-38-8715

ご相談・

お見積無料

増改築 お風呂 キッチン トイレ 洗面 内装工事

　塗リカエ　外壁・屋根塗装の専門店

塗リカエ 小山店 ㈱木の花ホーム TEL:0285-39-6731

色あせ・汚れ・ヒビワレ・
藻・コケ・チョーキング…

こんな症状が出たら
お手入れサインです

家造りに実績のある『木の花ホーム』がお届けします！

2018年（平成30年）5月1日発行 第1301号

≪すくすく写真館≫
お子さんの写真募集中

問秘書広報課☎22–9353

対象：市内在住の未就学児
　　　（1人 1回まで）
応募方法：右記二次元コード
からお申し込みください☞

【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災◦災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス

☎０１８０－９
きゅう

９
きゅう

２
に

－１
い く わ

９０ 【24時間対応】

3 月中の火災・救急

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む
火災　6件(16件)　救急　686件(2,206件)

【小山警察署調べ】3月中の交通事故
事故　35件(88件)　負傷者　39人(115人)　死者　2人(2人)
※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む

中な
か
む
ら村

　
颯ふ
う
ま馬
ち
ゃ
ん

　
　
　
来ら
い
が駕
ち
ゃ
ん      

（
花
垣
町
）

齊さ
い
と
う藤

　
寛ひ
ろ
き生
ち
ゃ
ん

（
武
井
）

山や
ま
も
と本

　
純す
み
れ礼
ち
ゃ
ん

（
城
東
）

湯ゆ
や
ま山

　
陽ひ
ま
り葵
ち
ゃ
ん

（
下
石
塚
）

小お
ざ
わ澤

　
夏か
り
ん綾
ち
ゃ
ん

（
平
和
）

写真館


